
内
容
解
説
資
料
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令
和
九
年
度
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

目
次

◎ 

筑
摩
書
房
版
国
語
教
科
書
の
特
徴 

2

◎ 

筑
摩
書
房
版
国
語
教
科
書
の
教
材
の
流
れ 

8

◎ 
教
師
用
指
導
資
料

	

『
学
習
指
導
の
研
究
』の
ご
案
内  

16

◎ 

準
拠
課
題
ノ
ー
ト
の
ご
案
内  

44

◎ 

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
ご
案
内  

48

◎ 

指
導
資
料
一
覧
・
周
辺
教
材  

52

指導資料全般・デジタル教科書については、
こちらのパンフレットにまとめました。

古探 143‒902 古典探究 漢文編
改訂版

現国 143‒901 ちくま 現代の国語

ちくま 言語文化言文 143‒901

現代の国語 改訂版現国 143‒902

言語文化 改訂版言文 143‒902

筑
摩
書
房 

版

国
語
教
科
書

指
導
資
料・

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

古探 143‒901 古典探究 古文編
改訂版

論国 143‒901 論理国語 改訂版文国 143‒901 文学国語 改訂版



筑
摩
書
房
の
国
語
教
科
書

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

学
習
指
導
要
領
と
筑
摩
書
房
の
教
科
書

言語文化 現代の国語

1
年
次

◉	

「
上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
る
」科
目
。

◉	

「
書
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
の

2
領
域
。

◉	

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は「
古
文
」

「
漢
文
」お
よ
び
小
説
・
詩
歌
な

ど
の「
近
代
以
降
の
我
が
国
の
伝

統
と
文
化
に
関
す
る
文
章
」。

◉	

「
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ

る
諸
活
動
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
」科
目
。

◉	

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く

こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
3
領
域
。

◉	

「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
現
代

の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

論
理
的
な
文
章
お
よ
び
実
用
的

な
文
章
」。

古典探究 文学国語 論理国語

2
・
3
年
次

◉	

「
主
と
し
て
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す

る
理
解
」を
よ
り
深
め
る
た
め
、ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
の
古
典
を
学
習
対
象
と
す
る
。古
典

を
主
体
的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を
通
し
て

伝
統
と
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
古
典
の
重

要
性
を
理
解
し
、
自
分
と
自
分
を
取
り
巻

く
社
会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値
に

つ
い
て
探
究
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
重

視
し
た
選
択
科
目
。

◉	

「
読
む
こ
と
」
1
領
域
。

◉	

教
材
は
主
と
し
て
古
典
と
し
て
の
古
文
及

び
漢
文
。

◉	

主
と
し
て「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

の
感
性
・
情
緒
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
。

深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た
り
し

て
、書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
資
質
・
能
力

の
育
成
を
重
視
し
た
選
択
科
目
。

◉	

「
書
く
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

◉	

「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
近
代
以
降
の
文

学
的
な
文
章
」。

◉	

主
と
し
て「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

の
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
の
力
を

育
成
す
る
。実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、

論
理
的
に
書
い
た
り
批
判
的
に
読
ん
だ
り

す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
選

択
科
目
。

◉	

「
書
く
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

◉	

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は
、「
近
代
以
降
の
論

理
的
な
文
章
及
び
現
代
の
社
会
生
活
に
必

要
と
さ
れ
る
実
用
的
な
文
章
」。

※
こ
の
ほ
か
『
国
語
表
現
』（
他
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
科
目
と
し
て
、

実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、他
者
と
の
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
資
質
・
能
力
の
育

成
を
重
視
し
て
新
設
し
た
選
択
科
目
）が
あ
り
ま
す
。

「この教科書で育成する資質・能力」

❶
す
べ
て
の
教
科
に
お
い
て「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」が

	

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

・	

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
教
材
を
厳
選
し
ま
し
た
。

・	

「
学
習
の
手
引
き
」に
は
、生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た
り
、対
話
に
よ
っ
て

	

考
え
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
題
を
配
し
ま
し
た
。

・	

単
元
ご
と
に「
実
践
」を
設
け
、主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
導
く
工
夫
を

	

示
し
て
い
ま
す
。

・	

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
比
べ
読
み
教
材
を
掲
載
し
て
、深
い
学
び
へ
と
誘
い
ま
す
。

❷「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」と「
知
識
・
技
能
」か
ら
成
る

	

「
資
質
・
能
力
」の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

・	

収
録
さ
れ
た
教
材
と
、学
習
指
導
要
領
に

	

示
さ
れ
た
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

お
よ
び「
知
識
・
技
能
」の
項
目
と
の
関
係
が

一
目
で
わ
か
る
一
覧
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

・	

す
べ
て
の
単
元
に
扉
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

単
元
で
、ど
の
よ
う
な「
資
質
・
能
力
」を

	

身
に
つ
け
た
い
か
を
示
す
「
単
元
の
目
標
」
を

掲
示
し
ま
し
た
。

・	

各
教
材
の
冒
頭
に「
視
点
」を
設
け
、
教
材
の

ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
学
び
た
い
か
を

示
し
ま
し
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授　

安
藤　

宏

編
集
委
員
の
こ
と
ば

　
二
〇
一
八
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
、

必
履
修
科
目
は
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」

に
、
選
択
科
目
は
「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」「
国

語
表
現
」「
古
典
探
究
」
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
「
現
代
の
国
語
」
と
「
論
理
国
語
」
は
論
理

的
・
実
用
的
な
文
章
を
扱
い
、「
言
語
文
化
」
は
古

典
作
品
と
文
学
作
品
、「
文
学
国
語
」
は
文
学
教
材

を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
国
語

と
は
大
き
く
異
な
る
区
分
け
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
、

教
育
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
努
力
を
強
い
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
情
報
化
社
会
の
中
で
「
実
用
国
語
」
化
へ
の
動
き

が
急
速
に
進
む
中
、
現
在
の
指
導
要
領
は
あ
き
ら
か

に
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
に
あ
る
文
章
を
「
論
理
」「
実
用
」「
文
学
」
の
三

つ
に
区
分
し
て
科
目
に
分
け
る
と
い
う
発
想
も
、
ま

さ
し
く
こ
れ
に
深
く
関
連
す
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
わ
れ
わ
れ
筑
摩
書
房
の
編
集
委
員
会
は
、

「
役
に
立
つ
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
と
根
本
的
な
所
か

ら
捉
え
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
の
成
り

立
ち
を
根
源
か
ら
問
い
返
し
、
異
質
な
世
界
や
他
者

へ
の
想
像
力
を
育
ん
で
い
く
「
人
文
知
」
は
「
国
語
」

と
い
う
教
科
の
礎
い
し
ず
えを
な
す
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
発

想
に
立
ち
、
筑
摩
書
房
の
教
科
書
は
「
人
文
知
」
を

土
台
に
、
相
互
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
編

集
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
理
念
と
あ
ら
た

な
時
代
へ
の
要
請
と
が
、
高
い
次
元
で
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
情
報
化
社
会
の
中
で
こ
そ
、
功
利
的
な
も
の
の
見

方
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
情
報
の
持
つ

意
味
を
慎
重
に
吟
味
し
、
批
評
し
て
い
く
力
が
求
め

ら
れ
る
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
は
教
材
の
選
定
や
編
集

に
当
た
っ
て
、
ま
ず
何
よ
り
も
こ
う
し
た
奥
深
い
知

性
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
国
語
教
育
に
向
け
て
、
わ
れ
わ
れ
の
教
科
書

と
と
も
に
考
え
、
歩
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

教
科
書
概
要
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎	

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
鮮
明
な
評
論
を
豊
富
に
掲
載
し
ま
し
た
。

	

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、広
い
視
野
か
ら
論
じ
た
評
論
教
材
を

	

用
い
て
、論
理
的
・
実
用
的
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

	

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎	

大
学
入
試
を
意
識
し
た
ト
ピ
ッ
ク
や
筆
者
を
精
選
し
、質
・
量
と
も
に

	

充
実
し
た
評
論
教
材
を
揃
え
ま
し
た
。

◎	

長
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
名
評
論
か
ら
、今
を
生
き
る
高
校
生
に

	

触
れ
さ
せ
た
い
新
し
い
テ
ー
マ
の
評
論
に
至
る
ま
で
、高
校
生
の

	

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
文
章
を

	

厳
選
し
ま
し
た
。

◎	「
羅
生
門
」「
良
識
派
」「
待
ち
伏
せ
」「
夢
十
夜
」の
４
本
の
小
説
の

	

論
理
的
・
実
用
的
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
、教
材
化
し
ま
し
た
。

	

小
説
と
、主
張
の
鮮
明
な
評
論
教
材
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

	

よ
っ
て
、幅
広
い
論
理
的
・
実
用
的
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

	

養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎	

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
や
ジ
ャン
ル
の
教
材
を
横
断
し
、

	

ま
た
比
較
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、よ
り
深
い
探
究
に
導
き
ま
す
。

◎	

基
礎
的
な
読
解
力
を
養
う
文
章
か
ら
、現
代
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を

	

扱
っ
た
作
品
ま
で
、

	

バ
ラ
エ
ティ
に
富
ん
だ

	

教
材
を
厳
選
し
ま
し
た
。

教
材
の
特
徴

教
材
の
特
徴

ち
く
ま

ち
く
ま

現
代
の
国
語
改
訂
版

言
語
文
化
改
訂
版

◎	

日
本
の「
言
語
文
化
」を
、古
文
・
漢
文
か
ら
近
現
代
ま
で
一
貫
し
て

	

学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
、と
り
わ
け
文
学
作
品
を
通
し
て
、

	

表
現
の
共
通
点
と
相
違
点
を
具
体
的
に
理
解
で
き
る
教
材
を

	

選
定
し
ま
し
た
。

◎
古
典（
古
文
・
漢
文
）は
、定
番
教
材
を
中
心
に
据
え
、

	

古
典
を
学
ぶ
う
え
で
の
基
本
を
重
視
し
ま
し
た
。

◎
現
代
文
は
、「
羅
生
門
」な
ど
の
小
説
や
、

	

詩
歌
・
随
想
な
ど

	

バ
ラ
エ
ティ
豊
か
に
掲
載
し
、

	

現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
の

	

「
言
語
文
化
」の
豊
か
さ
を

	

実
感
で
き
る
よ
う
に

	

し
ま
し
た
。

◎	

日
本
の「
言
語
文
化
」を
、古
文
・
漢
文
か
ら
近
現
代
ま
で
一
貫
し
て

	

学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
、と
り
わ
け
言
葉
の
変
化
に
注
目
で
き
る

	

教
材
を
選
定
し
ま
し
た
。

◎
古
典
教
材（
古
文
・
漢
文
）は
定
番
教
材
を
中
心
に
据
え
、古
典
を

	

学
ぶ
う
え
で
の
基
本
を
重
視
し
ま
し
た
。

◎
現
代
文
教
材
は
、近
代
に
お
け
る
先
人
た
ち
の
努
力
と
工
夫
を

	

実
感
で
き
る
教
材
を
取
り
そ
ろ
え
、

	

言
語
文
化
へ
の
関
心
を

	

高
め
る
こ
と
が

	

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

教
材
の
特
徴

教
材
の
特
徴

教
科
書
概
要 現

代
の
国
語

言
語
文
化

現
国
１
４
３
︲９
０
１
／
Ａ
５
判
・
２
８
８
頁

言
文
１
４
３
︲９
０
１
／
Ａ
５
判
・
２
８
８
頁

現
国
１
４
３
︲９
０
2
／
Ａ
５
判
・
２
８
８
頁

　

言
文
１
４
３
︲９
０
２
／
Ａ
５
判
・
３
２
０
頁

近
現
代
小
説
と
評
論
を
組
み
合
わ
せ
て
、論
理
的
・
実
用
的
な

表
現
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
番
の
古
典
教
材
と
、こ
と
ば
の
変
遷
に
着
目
し
た
現
代
文
教
材
で
、

言
語
文
化
の
一
貫
性
を
学
び
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
鮮
明
な
評
論
を
豊
富
に
読
み
解
き
、

論
理
的
思
考
力
を
養
い
ま
す
。

定
番
の
古
典
教
材
と
、近
現
代
小
説
を
含
む
現
代
文
教
材
を
通
し
て
、

言
語
文
化
の
豊
か
さ
を
学
び
ま
す
。
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎	

論
理
的
な
思
考
を
学
ぶ
と
と
も
に
、こ
と
ば
と
人
間
の
本
質
を

	

深
く
探
究
す
る
文
章
を
豊
富
に
採
録
。

◎	

大
学
入
試
に
も
対
応
す
る
鋭
い
視
点
や
抽
象
度
の
高
い
思
考
を
身
に
つ
け
る
、

	

質
・
量
と
も
に
最
高
峰
の
評
論
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

◎	

長
く
読
み
継
が
れ
る
名
評
論
か
ら
、最
新
の
テ
ー
マ
、話
題
の
著
者
、近
代
の
評
論
な
ど
、

	

筆
者
・
時
代
・テ
ー
マ
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な
教
材
を
通
し
て
横
断
的
に
、

	

ま
た
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
材
の
特
徴

古
典
探
究

◎	

多
様
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
豊
か
な
想
像
力
、人
間
と
こ
と
ば
の
本
質
を
掘
り
下
げ
る「
文
学
的
な
文
章
」を
、

	

文
芸
作
品
に
限
定
せ
ず
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
に
採
録
し
ま
し
た
。

◎	

大
学
入
試
は
も
ち
ろ
ん
、未
来
を
切
り
開
く
、多
様
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
示
す
文
章
を

	

意
識
的
に
選
択
し
ま
し
た
。

◎	

定
番
の
小
説
・
詩
歌
教
材
は
も
ち
ろ
ん
、「
文
学
と
は
何
か
」に
つ
い
て
深
く
思
考
を
巡
ら
せ
、

	

議
論
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
随
想
・
評
論
教
材
ま
で
幅
広
く
セ
レ
ク
ト
。

改
訂
版

教
材
の
特
徴

◎	

古
典
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
必
須
の
教
材
を
柱
と
し
、

	

さ
ら
に
探
究
を
深
め
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

◎	

生
徒
の
興
味
関
心
を
広
げ
、先
生
方
の
教
材
選
択
の
幅
を

	

広
げ
る
た
め
に
、豊
富
な
教
材
数
を
収
録
し
ま
し
た
。

◎	

使
い
や
す
い
古
文
編
・
漢
文
編
の
分
冊
構
成
。

教
材
の
特
徴

古
文
編
／
漢
文
編

教
科
書
概
要

古
探
１
４
３ｰ

９
０
１
／
Ａ
５
判
・
３
２
０
頁　

古
探
１
４
３ｰ

９
０
２
／
Ａ
５
判
・
１
９
２
頁

論
理
国
語
改
訂
版

論
国
1
4
3
︲
9
0
1
／
A
５
判
・
4
4
8
頁

重
厚
な
定
番
教
材
か
ら
、注
目
の
テ
ー
マ・
著
者
ま
で

豊
富
な
評
論
を
そ
ろ
え
た「
論
理
国
語
」の
最
高
峰
。

古
典
が
培
う
普
遍
的
な
こ
と
ば
の
力
強
さ
と
繊
細
さ
に
目
を
開
か
せ
る
、

「
探
究
」の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
と
革
新
の
古
典
教
材
。

文
学
国
語
改
訂
版

文
国
１
４
３
―
９
０
１
／
Ａ
５
判
・
４
８
０
頁

良
質
な
小
説
・
詩
歌
か
ら
、文
学
の
本
質
を
問
う
評
論
・
随
想
ま
で
、

文
芸
に
限
定
し
な
い「
人
文
知
」の
扉
を
開
く「
文
学
国
語
」。
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『
論
理
国
語　

改
訂
版
』
（
第
二
部
）　

３
年
次

教
材

著
書

キ
ー
ワ
ー
ド

テ
ー
マ

評論
● 「
自
然
を
守
る
」と
い
う
こ
と
森
岡
正
博
環
境
倫
理
学
環
境
論

● 

物
語
と
し
て
の
自
己

野
口
裕
二
ア
イ
デ
ン
ティ

ティ

心
理
学

● 

虚
ろ
な
ま
な
ざ
し

岡　

真
理
当
事
者
性

ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム

● 

物
語
と
歴
史
の
あ
い
だ

野
家
啓
一

間
主
観
性

歴
史
論

● 

清
光
館
哀
史

柳
田
國
男
民
俗
学

民
俗
学

● 

自
分
自
身
を
語
る
た
め
に

三
木

　

那
由
他

権
力
の
不
均

衡

言
語
哲
学

● 

絵
画
は
紙
幣
に
憧
れ
る

椹
木
野
衣
価
値

芸
術
論

● 

真
実
の
百
面
相

大
森
荘
蔵
主
観
／
客
観
認
識
論

● 

貨
幣
共
同
体

岩
井
克
人
共
同
体

経
済
論

● 

ピ
ジ
ン
と
い
う
生
き
方

管
　

啓
次
郎

ク
レ
オ
ー
ル

文
化
論

● 

聞
く
も
の
た
ち
の
文
学
、

忘
却
に
抗
す
る
た
め
の
会
話
瀬
尾
夏
美
ト
ラ
ウ
マ

物
語
論

● 

模
倣
と「
な
ぞ
り
」

尼
ヶ
崎　

彬
身
体

身
体
論

● 

ラ
ム
ネ
氏
の
こ
と

坂
口
安
吾
翻
訳

文
学
論

● 

難
民
が
問
題
に
な
る
と
き
伊
豫
谷

　

登
士
翁
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン

国
際

社
会
論

● 

思
考
の
誕
生

蓮
實
重

対
話

思
想
論

● 

主
義
は
広
大
な
る
べ
き
事
福
沢
諭
吉
漢
文
の
近
代
啓
蒙
思
想

● 

異
時
代
人
の
目

若
桑

　

み
ど
り

パ
ラ
ダ
イ
ム

歴
史
論

● 

巫
女
の
視
点

大
澤
真
幸
構
造

社
会
学

● 

も
の
0

0

と
こ
と
0

0

0

木
村　

敏
対
象
化

認
識
論

● 「
病
気
」の
向
こ
う
側

田
中

　

祐
理
子

パ
ラ
ダ
イ
ム
・

シ
フ
ト

医
学

● 

過
剰
性
と
稀
少
性

佐
伯
啓
思
資
本

贈
与
論

● 

記
憶
の
満
天

西
谷　

修
パ
ー
ス
ペ
ク

ティ
ブ

時
間
論
・

認
識
論

● 

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の

考
察

中
井
久
夫
批
判

戦
争
論

　
『
論
理
国
語　

改
訂
版
』
（
第
一
部
）　

２
年
次

教
材

著
書

キ
ー
ワ
ー
ド

テ
ー
マ

評論
● 

未
来
を
つ
く
る
言
葉

ド
ミ
ニ
ク
・

チ
ェン

自
己
と
他
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論

● 

物
語
る
と
い
う
欲
望

内
田　

樹
テ
ク
ス
ト

物
語
論

● 

科
学
の
詩
学
へ

石
井
美
保
超
越
性

学
問
論

● 

地
図
の
想
像
力

若
林
幹
夫
近
代

情
報
論

● 

本
当
は
怖
い「
前
提
」の
話
川
添　

愛
前
提
と
推
論
論
理
学

● 「
象
徴
的
貧
困
」に

立
ち
向
か
う
た
め
に

石
田
英
敬
メ
ディ
ア

メ
ディ
ア
論

● 

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は

正
し
く
な
い
科
学

更
科　

功
仮
説
と
検
証
論
理
学

● 

近
代
の
成
立
―
―
遠
近
法
橋
爪

　

大
三
郎
近
代
的
主
体
近
代
論

● 

カ
イ
ロ
モ
ン

三
浦
哲
哉
共
生

環
境
論

● 

迷
惑
で
い
び
つ
な
生
命

中
屋
敷
均
自
立
／
依
存
生
物
論

● 

沖
縄
戦
を
聞
く

岸　

政
彦
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー

社
会
学

● 

変
貌
す
る
聖
女

川
島
慶
子
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
ジ
ェン
ダ
ー

論

● 

男
の
絆
、女
た
ち
の
沈
黙
尹　

雄
大
ジ
ェン
ダ
ー

ジ
ェン
ダ
ー

論

● 

現
代
日
本
の
開
化

夏
目
漱
石
日
本
と
近
代
近
代
論

● 

物
語
り
に
つ
い
て

濱
口
竜
介
語
り
の
場

物
語
論

● 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー・ワ
ー
ル
ド
の

誕
生

今
福
龍
太
ツ
ー
リ
ズ
ム

文
化
人
類
学

● 

生
物
の
作
る
環
境

日
高
敏
隆
環
世
界

生
物
学

● 

貧
困
は
自
己
責
任
な
の
か
湯
浅　

誠
格
差
社
会

貧
困
論

● 

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
森
本

　

あ
ん
り
分
断

政
治
思
想

論

● 

ト
リ
ア
ー
ジ
社
会

船
木　

亨
生
権
力

社
会
論

● 

権
力
と
は
何
か

杉
田　

敦
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
治
思
想

論

● 

子
ど
も
の
言
語
習
得

今
井

　

む
つ
み
・

秋
田
喜
美
類
推

（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
論
理
学

● 

フ
ァッ
シ
ョ
ン
の
現
象
学

河
野
哲
也
差
異

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

論

● 

日
本
の
社
会
は

農
業
社
会
か

網
野
善
彦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
歴
史
論

● 

資
源
は
な
ぜ

枯
渇
す
る
の
か

細
田
衛
士
持
続
可
能
性
環
境
論

●

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の

「
生
」の
技
法

柴
田
邦
臣
公
共
圏
と

親
密
圏

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

論

●「
で
あ
る
」こ
と
と

「
す
る
」こ
と

丸
山
眞
男
法
と
制
度

政
治
思
想

論

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材 評

論

『
現
代
の
国
語  

改
訂
版
』

３
年
間
で75

本

評
論

『
ち
く
ま  

現
代
の
国
語
』

３
年
間
で74

本

　
『
ち
く
ま
現
代
の
国
語
』
『
現
代
の
国
語　
改
訂
版
』　

１
年
次

教
材

著
書

キ
ー
ワ
ー
ド

テ
ー
マ

評論
● 

境
目

川
上
弘
美　
具
体
と
抽
象
　境
界
論

● 

サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点
、

ア
ー
ト
の
視
点

齋
藤
亜
矢　
二
項
対
立

芸
術
論

● 

こ
と
ば
と
は
何
か

内
田　

樹
分
節
化

言
語
論

● 

デ
ジ
タ
ル
社
会

黒
崎
政
男
メ
ディ
ア
と

権
力

情
報
論

● 

シ
ス
テ
ム
と
変
異

中
屋
敷
均
進
化
論
、

生
物
多
様
性
生
命
論

● 

こ
と
ば
が
つ
く
る
女
と
男
中
村
桃
子
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
、

構
築
主
義

ジ
ェン
ダ
ー

論

● 

身
体
、こ
の
遠
き
も
の

鷲
田
清
一

心
身
二
元
論
、

自
意
識
　

身
体
論

● 

贈
り
物
と
商
品
の
違
い

松
村

　

圭
一
郎

商
品
化
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

贈
与
論

● 

失
わ
れ
た
両
腕

清
岡
卓
行
逆
説

芸
術
論

● 

誰
か
の
靴
を
は
い
て

み
る
こ
と

ブ
レ
イ
ディ

　

み
か
こ

社
会
と
共
同
体
、

貧
困

社
会
論

● 〈
私
〉時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
宇
野
重
規
近
代
化

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

論

● 

魔
術
化
す
る
科
学
技
術
若
林
幹
夫
合
理
主
義
、

仮
説
と
反
証
科
学
技
術

論

● 

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵

岩
井
克
人
情
報
社
会
と

差
異

経
済
学

● 

記
憶
す
る
体

伊
藤
亜
紗
認
知
、感
覚
、

記
憶

当
事
者
論

● 

贅
沢
の
条
件

山
田

　

登
世
子

物
語
、

豊
か
さ

時
間
論

● 

来
る
べ
き
民
主
主
義

國
分

　

功
一
郎

社
会
契
約
、

主
権
者

政
治
論

● 

主
体
と
い
う
物
語

小
坂
井

　

敏
晶

心
理
、

無
意
識

心
理
学

● 

開
か
れ
た
文
化

岡　

真
理
多
文
化
主
義
、

他
者
、差
別

文
化
論

● 

人
新
世
に
お
け
る
人
間

吉
川
浩
満
仮
説
、

地
球
環
境

環
境
論

● 

名
づ
け
と
所
有

西
谷　

修
西
洋
中
心
主
義
、

先
住
民
、歴
史
認
識
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

論

　
「
ち
く
ま
現
代
の
国
語
」
の
み

評論
● 

私
た
ち
に
は
な
ぜ

ヒ
ー
ロ
ー
が
必
要
な
の
か
？
村
田

　

沙
耶
香

物
語

物
語
論

● 

忘
却
へ
の
抵
抗

新
井　

卓
記
憶
、当
事
者
・

非
当
事
者

歴
史
論

● 「
幸
福
」の
概
念
的
変
容
隠
岐

　

さ
や
香

近
代
、普
遍

近
代
論

● 

リ
ス
ク
と
近
代
社
会

大
澤
真
幸
セ
キ
ュ
リ
ティ

と
不
安

リ
ス
ク
論

　
「
現
代
の
国
語　

改
訂
版
」
の
み

評論
● 

兎
が
自
分
で
つ
づ
っ
て

語
る
生
活
の
話

Ｅ
・シ
ー
ト
ン
／

内
山
賢
次 

訳

帰
納
と
演
繹
推
論

● 

ポ
ス
ト
真
実
時
代
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

国
谷
裕
子
メ
ディ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
メ
ディ
ア
論

● 

会
話
と
対
話

長
田　

弘
公
共
圏
と

親
密
圏

コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論

● 

未
来
は
存
在
し
な
い

野
矢
茂
樹
前
提
と
命
題
、

真
と
偽

論
理
学

● 

瓦
を
解
か
な
い
こ
と

堀
江
敏
幸
メ
タ
フ
ァ
ー
と

メ
ト
ミ
ニ
ー

レ
ト
リ
ッ
ク

大
学
入
試
を
見
据
え
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
教
材
を
配
列

現
代
文
評
論
教
材
関
連
表

３
年
間
で
現
代
文
の
重
要
テ
ー
マ・

入
試
頻
出
著
者
を
網
羅

教
科
書
概
要

『
論
理
国
語  

改
訂
版
』

『
現
代
の
国
語  

改
訂
版
』

『
ち
く
ま 

現
代
の
国
語
』
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

評
論
・
文
芸
評
論

『
現
代
の
国
語  

改
訂
版
』

３
年
間
で53

本

評
論
・
文
芸
評
論

『
ち
く
ま  

現
代
の
国
語
』

３
年
間
で52

本

小
説

『
ち
く
ま  

現
代
の
国
語
』

３
年
間
で17

本

教
科
書
概
要

　
『
文
学
国
語　

改
訂
版
』
（
第
一
部
）　

２
年
次

教
材

著
書

読
解
の
窓

文芸評論
● 

ア
イ
オ
ワ
の
玉
葱

長
田　

弘

自
他
を
繋
げ
る
こ
と
ば
の
役
割

● 

情
報
の
彫
刻

原　

研
哉

メ
ディ
ア
と
身
体

● 

異
な
り
記
念
日

齋
藤
陽
道

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ー
ド

● 

実
体
の
美
と
状
況
の
美

高
階
秀
爾

発
見
さ
れ
た「
日
本
の
美
」

● 

メ
ディ
ア
と
倫
理

和
田
伸
一
郎

映
像
メ
ディ
ア
と
編
集

● 

真
ん
中
な
る
／
な
ら
ざ
る
風
景

李　

琴
峰

マ
イ
ノ
リ
ティ
と
マ
ジ
ョ
リ
ティ

● 

バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
の
政
治
学

今
福
龍
太

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
・
越
境

● 

記
号
論
と
生
の
リ
ア
リ
ティ

立
川
健
二　

認
識
・
言
語
・
分
節
化

● 

金
繕
い
の
景
色

藤
原
辰
史

破
壊
と
再
生

● 

死
者
の
声
を
運
ぶ
小
舟

小
川
洋
子

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
声
に
耳
を

傾
け
る

● 

空
と
風
と
星
と
詩

茨
木
の
り
子

韓
国
の
文
化
・
文
学

●

建
築
論
ノ
ー
ト

松
山　

巖

引
用

●

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
膜
を
破
っ
て

梨
木
香
歩

自
分
の
殻
を
破
る

● 

沈
黙
の
種
子

小
池
昌
代

日
常
の
こ
と
ば
、詩
の
こ
と
ば

● 

化
物
の
進
化　

寺
田
寅
彦

パ
ラ
ダ
イ
ム
・シ
フ
ト

● 

文
学
の
仕
事

加
藤
周
一

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
の
二
側
面

小説
● 

山
月
記

中
島　

敦

小
説
の
中
の
会
話

● 

神
様　

川
上
弘
美

書
き
換
え
ら
れ
た
デ
ビ
ュ
ー
作

● 

こ
こ
ろ　

夏
目
漱
石

テ
ク
ス
ト
の
細
部

● 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
熱　

川
上
未
映
子

小
説
の
中
の
人
間
関
係

● 

鞄　

安
部
公
房

小
説
と
現
実

● 

捨
て
な
い
女　

多
和
田
葉
子

小
説
の
創
造
力

● 

魂
込
め

目
取
真　

俊

沖
縄
文
学

　
『
文
学
国
語　

改
訂
版
』
（
第
二
部
）　

３
年
次

文芸評論
● 

言
葉
の
あ
い
だ
の
言
葉

柴
崎
友
香

異
質
な「
他
者
」へ
の
想
像
力

● 

小
説
と
は
何
か

三
島
由
紀
夫

柳
田
國
男
と
民
俗
学

● 

陰
翳
礼
讃

谷
崎
潤
一
郎

日
本
文
化
論

● 

確
か
に
そ
う
い
う
時
間
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と

堀
江　

栞

「
癒
や
し
」と
芸
術

● 

日
本
文
化
私
観

坂
口
安
吾

美
に
つ
い
て
語
る
こ
と

● 

隠
れ
ん
坊
の
精
神
史

藤
田
省
三

遊
戯
・
子
ど
も

● 

無
常
と
い
う
こ
と

小
林
秀
雄

偉
大
な
思
索
者
・
小
林
秀
雄

● 

骨
と
ま
ぼ
ろ
し

真
木
悠
介

異
な
る
言
語
、異
な
る
文
化
の
魅
力

● 

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら

石
原
吉
郎

想
像
す
る
力

● 

鈴
虫
の
間
、ぼ
く
の
六
畳
間

ア
ー
サ
ー・

ビ
ナ
ー
ド

空
白
の
美
学

● 

寛
容
は
自
ら
を
守
る
た
め
に
不
寛
容
に
対

し
て

不
寛
容
に
な
る
べ
き
か

渡
辺
一
夫

二
者
択
一の
罠

●

チ
ャン
ピ
オ
ン
の
定
義

大
江
健
三
郎

こ
と
ば
と
文
学

小説
● 

舞
姫

森　

鷗
外

「
舞
姫
」と
日
本
の
近
代

● 

女
の
子
た
ち
風
船
爆
弾
を
つ
く
る

小
林
エ
リ
カ

事
実
の
力
―
―
ノ
ン
フィ
ク
シ
ョ
ン

● 

水
仙

太
宰　

治

「
自
己
」を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

―
―
太
宰
治
の
文
学

● 

王
国　

津
村
記
久
子

物
語
の
持
つ
力

● 

藤
野
先
生　

魯　

迅

近
代
日
本
と
ア
ジ
ア

● 

砲
撃
の
あ
と
で

三
木　

卓

記
憶
と
記
録

　
『
ち
く
ま 

現
代
の
国
語
』
『
現
代
の
国
語　
改
訂
版
』　

１
年
次

教
材

著
書

キ
ー
ワ
ー
ド

テ
ー
マ

● 

境
目

川
上
弘
美　

具
体
と
抽
象
　

境
界
論

● 

サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点
、ア
ー
ト
の
視
点

齋
藤
亜
矢　

二
項
対
立

芸
術
論

● 

こ
と
ば
と
は
何
か

内
田　

樹

分
節
化

言
語
論

● 

デ
ジ
タ
ル
社
会

黒
崎
政
男

メ
ディ
ア
と
権
力

情
報
論

● 

シ
ス
テ
ム
と
変
異

中
屋
敷
均

進
化
論
、

生
物
多
様
性

生
命
論

● 

こ
と
ば
が
つ
く
る
女
と
男

中
村
桃
子

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
、

構
築
主
義

ジ
ェン
ダ
ー
論

● 

身
体
、こ
の
遠
き
も
の

鷲
田
清
一

心
身
二
元
論
、

自
意
識
　

身
体
論

● 

贈
り
物
と
商
品
の
違
い

松
村
圭
一
郎

商
品
化
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
贈
与
論

● 

失
わ
れ
た
両
腕

清
岡
卓
行

逆
説

芸
術
論

● 

誰
か
の
靴
を
は
い
て
み
る
こ
と

ブ
レ
イ
ディ
み
か
こ
社
会
と
共
同
体
、貧
困

社
会
論

● 

〈
私
〉時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

宇
野
重
規

近
代
化

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

● 

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

若
林
幹
夫

合
理
主
義
、

仮
説
と
反
証

科
学
技
術
論

● 

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵

岩
井
克
人

情
報
社
会
と
差
異

 

経
済
学

● 

記
憶
す
る
体

伊
藤
亜
紗

認
知
、感
覚
、記
憶
当
事
者
論

● 

贅
沢
の
条
件

山
田
登
世
子

物
語
、豊
か
さ

時
間
論

● 

来
る
べ
き
民
主
主
義

國
分
功
一
郎

社
会
契
約
、主
権
者

政
治
論

● 

主
体
と
い
う
物
語

小
坂
井
敏
晶

心
理
、無
意
識

心
理
学

● 

開
か
れ
た
文
化

岡　

真
理

多
文
化
主
義
、

他
者
、差
別

文
化
論

● 

人
新
世
に
お
け
る
人
間

吉
川
浩
満

仮
説
、地
球
環
境

環
境
論

● 

名
づ
け
と
所
有

西
谷　

修

西
洋
中
心
主
義
、

先
住
民
、歴
史
認
識
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
論

　
「
ち
く
ま 

現
代
の
国
語
」
の
み

評論
● 

私
た
ち
に
は
な
ぜ
ヒ
ー
ロ
ー
が
必
要
な
の
か
？
村
田
沙
耶
香

物
語

物
語
論

● 

忘
却
へ
の
抵
抗

新
井　

卓

記
憶
、当
事
者
・

非
当
事
者

歴
史
論

● 

「
幸
福
」の
概
念
的
変
容

隠
岐
さ
や
香

近
代
、普
遍

近
代
論

● 

リ
ス
ク
と
近
代
社
会

大
澤
真
幸

セ
キ
ュ
リ
ティ
と

不
安

リ
ス
ク
論

小説
● 

羅
生
門

芥
川
龍
之
介

● 

良
識
派

安
部
公
房

● 

待
ち
伏
せ

ティ
ム
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
／

村
上
春
樹　

訳

● 

夢
十
夜「
第
一
夜
」「
第
六
夜
」「
第
七
夜
」
夏
目
漱
石

　
「
現
代
の
国
語　

改
訂
版
」
の
み

評論
● 

兎
が
自
分
で
つ
づ
っ
て
語
る
生
活
の
話

E
・シ
ー
ト
ン
／

内
山
賢
次 

訳

帰
納
と
演
繹

推
論

● 

ポ
ス
ト
真
実
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

国
谷
裕
子

メ
ディ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

メ
ディ
ア
論

● 

会
話
と
対
話

長
田　

弘

公
共
圏
と
親
密
圏
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
論

● 

未
来
は
存
在
し
な
い

野
矢
茂
樹

前
提
と
命
題
、

真
と
偽

論
理
学

● 

瓦
を
解
か
な
い
こ
と

堀
江
敏
幸

メ
タ
フ
ァ
ー
と

メ
ト
ミ
ニ
ー

レ
ト
リ
ッ
ク

評論 定
番
か
ら
最
新
ま
で

現
代
文
評
論
・
文
学
評
論
教
材
関
連
表

小
説・詩
歌
に
と
ど
ま
ら
ず
、

文
学
評
論・随
想
ま
で
、真
の
国
語
力
を

鍛
え
る
教
材
を
豊
富
に
収
録

『
文
学
国
語  

改
訂
版
』

『
現
代
の
国
語  

改
訂
版
』

『
ち
く
ま 

現
代
の
国
語
』
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

豊
か
な
レ
ト
リ
ッ
ク
表
現
の
読
解
に

現
代
文
教
材
関
連
表

教
科
書
概
要

　
『
ち
く
ま
言
語
文
化
』
『
言
語
文
化　
改
訂
版
』
１
年
次
　
『
文
学
国
語  

改
訂
版
』
（
第
一
部
）　

２
年
次

　
『
文
学
国
語　
改
訂
版
』
（
第
二
部
）　

３
年
次

教
材

著
書

教
材

著
書

読
解
の
窓

教
材

著
書

読
解
の
窓

小説

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』

小説
● 
山
月
記

中
島　

敦

小
説
の
中
の
会
話

小説
● 

舞
姫

森　

鴎
外

「
舞
姫
」と
日
本
の
近
代

● 

若
葉
か
げ

樋
口
一
葉

● 

神
様

川
上
弘
美

書
き
換
え
ら
れ
た

デ
ビ
ュ
ー
作

● 

女
の
子
た
ち
風
船
爆
弾
を

つ
く
る

小
林
エ
リ
カ
事
実
の
力
―
―
ノ
ン
フィ
ク
シ

ョ
ン

● 

深
山
の
灯
影

島
崎
藤
村

● 

こ
こ
ろ

夏
目
漱
石

テ
ク
ス
ト
の
細
部

● 

水
仙

太
宰　

治

「
自
己
」を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

―
―

太
宰
治
の
文
学

● 

檸
檬

梶
井
基
次
郎

● 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
熱

川
上
未
映
子
小
説
の
中
の
人
間
関
係

● 

王
国

津
村
記
久
子
物
語
の
持
つ
力

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』

● 

鞄

安
部
公
房

小
説
と
現
実

● 

藤
野
先
生

魯　

迅

近
代
日
本
と
ア
ジ
ア

● 

羅
生
門

芥
川
龍
之
介

● 

捨
て
な
い
女

多
和
田
葉
子
小
説
の
創
造
力

● 

砲
撃
の
あ
と
で

三
木　

卓

記
憶
と
記
録

● 

夢
十
夜「
第
一
夜
」「
第
六
夜
」

夏
目
漱
石

● 

魂
込
め

目
取
真　

俊
沖
縄
文
学

●

待
ち
伏
せ

ティ
ム
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン　

村
上
春
樹　

訳

随想・評論

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』『
言
語
文
化　

改
訂
版
』共
通

随想・評論
● 

ア
イ
オ
ワ
の
玉
葱

長
田　

弘

自
他
を
繋
げ
る
こ
と
ば
の

役
割

随想・評論
● 

言
葉
の
あ
い
だ
の
言
葉

柴
崎
友
香

異
質
な「
他
者
」へ
の
想
像

力

● 

余
が
言
文
一
致
の
由
来

二
葉
亭
四
迷

● 

情
報
の
彫
刻

原　

研
哉

メ
ディ
ア
と
身
体

●

小
説
と
は
何
か

三
島
由
紀
夫
柳
田
國
男
と
民
俗
学

● 

物
語
る
声
を
求
め
て

津
島
佑
子

● 

異
な
り
記
念
日

齋
藤
陽
道

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ー
ド

● 

陰
翳
礼
讃

谷
崎
潤
一
郎

日
本
文
化
論

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』の
み

● 

実
体
の
美
と
状
況
の
美

高
階
秀
爾

発
見
さ
れ
た

「
日
本
の
美
」

● 

確
か
に
そ
う
い
う
時
間
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と

堀
江　

栞

「
癒
や
し
」と
芸
術

● 

美
の
世
界

佐
藤
春
夫

●

メ
ディ
ア
と
倫
理

和
田
伸
一
郎

映
像
メ
ディ
ア
と
編
集

● 

日
本
文
化
私
観

坂
口
安
吾

美
に
つ
い
て
語
る
こ
と

 

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』の
み

● 

真
ん
中
な
る
／
な
ら
ざ
る
風
景
李　

琴
峰

マ
イ
ノ
リ
ティ
と

マ
ジ
ョ
リ
ティ

● 

隠
れ
ん
坊
の
精
神
史

藤
田
省
三

遊
戯
・
子
ど
も

● 

な
ぜ
日
本
語
で
書
く
の
か

リ
ー
ビ
英
雄

● 

バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
の
政
治
学
今
福
龍
太

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
・

越
境

● 

無
常
と
い
う
こ
と

小
林
秀
雄

偉
大
な
思
索
者
・
小
林
秀

雄

● 

虹
の
雌
雄

蜂
飼　

耳

● 

記
号
論
と
生
の
リ
ア
リ
ティ

立
川
健
二

認
識
・
言
語
・
分
節
化

● 

骨
と
ま
ぼ
ろ
し

真
木
悠
介

異
な
る
言
語
、異
な
る
文
化
の

魅
力

● 

金
繕
い
の
景
色

藤
原
辰
史

破
壊
と
再
生

● 

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら

石
原
吉
郎

想
像
す
る
力

● 

死
者
の
声
を
運
ぶ
小
舟

小
川
洋
子

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の

声
に
耳
を
傾
け
る

● 

鈴
虫
の
間
、ぼ
く
の

六
畳
間

ア
ー
サ
ー・

ビ
ナ
ー
ド

空
白
の
美
学

● 

空
と
風
と
星
と
詩

茨
木
の
り
子

韓
国
の
文
化
・
文
学

●

寛
容
は
自
ら
を
守
る
た
め
に

不
寛
容
に
対
し
て
不
寛
容
に
な

る
べ
き
か

渡
辺 

一 

夫

二
者
択
一の
罠

● 

建
築
論
ノ
ー
ト

松
山　

巖

引
用

● 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
膜
を
破
っ
て
梨
木
香
歩

自
分
の
殻
を
破
る

● 

チ
ャン
ピ
オ
ン
の
定
義

大
江
健
三
郎
こ
と
ば
と
文
学

● 

沈
黙
の
種
子

小
池
昌
代

日
常
の
こ
と
ば
、詩
の
こ
と
ば

● 

化
物
の
進
化　

寺
田
寅
彦

パ
ラ
ダ
イ
ム
・シ
フ
ト

●

文
学
の
仕
事

加
藤
周
一

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
の
二
側
面

詩歌

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』『
言
語
文
化　

改
訂
版
』共
通

詩歌
● 

小
景
異
情

室
生
犀
星

詩歌
●

無
題

吉
原
幸
子

● 

小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り

島
崎
藤
村

● 

サ
ー
カ
ス

中
原
中
也

●

旅
情

石
垣
り
ん

●

落
葉

ポ
ー
ル・
ヴ
ェル
レ
ー
ヌ　

上
田　

敏　

訳

● 

永
訣
の
朝

宮
澤
賢
治

●

Ｎ
森
林
公
園
の
冬

北
村
太
郎

● 

竹

萩
原
朔
太
郎

● 

短
歌

●

俳
句

●

樹
下
の
二
人

高
村
光
太
郎

● 

死
に
た
ま
ふ
母

斎
藤
茂
吉

●

二
十
億
光
年
の
孤
独

谷
川
俊
太
郎

●

崖

石
垣
り
ん

●

短
歌

●

俳
句

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』の
み

● 

乳
母
車

三
好
達
治

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』の
み

● I was born

吉
野　

弘

小
説

３
年
間
で16

本

随
想
・
評
論

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』

３
年
間
で32

本

随
想
・
評
論

『
ち
く
ま   

言
語
文
化
』

３
年
間
で31

本

小
説・詩
歌
は
も
ち
ろ
ん
、

評
論・随
想
も
、す
べ
て
の
文
章
を

 「
文
学
」と
捉
え
て
、深
く
学
ぶ

『
ち
く
ま 

言
語
文
化
』『
言
語
文
化  

改
訂
版
』
『
文
学
国
語  

改
訂
版
』
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

 

漢
文（
散
文
）

３
年
間
で57

本

 

古
文（
散
文
）

３
年
間
で115

本

基
礎
か
ら
大
学
入
試
ま
で

古
典
教
材
関
連
表

３
年
間
で
こ
れ
だ
け
学
べ
る
時
代
・

ジャン
ル
を
網
羅
し
た
圧
倒
的
な
教
材
数

　
『
ち
く
ま
言
語
文
化
』
『
言
語
文
化　

改
訂
版
』
古
文
編　

１
年
次
　
『
古
典
探
究　

古
文
編　

改
訂
版
』
（
第
一
部
）　

２
年
次

　
『
古
典
探
究　

古
文
編　

改
訂
版
』
（
第
二
部
）　

３
年
次

教
材

教
材

教
材

説話

宇
治
拾
遺
物
語
児
の
そ
ら
寝

宇
治
拾
遺
物
語
袴
垂
、保
昌
に
あ
ふ
こ
と
／
猟
師
、仏
を
射
る
こ
と

今
昔
物
語
集
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
赤
子
／
賀
茂
の
祭
り
を
見
物
す
る
翁

十
訓
抄
大
納
言
顕
雅
卿

古
今
著
聞
集
刑
部
卿
敦
兼
の
北
の
方

物語

竹
取
物
語
か
ぐ
や
姫
誕
生
／
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

伊
勢
物
語
初
冠
／
月
や
あ
ら
ぬ
／
行
く
蛍
／
狩
り
の
使
ひ
／
渚
の
院
／

小
野
の
雪
／
と
み
の
文
／
つ
ひ
に
ゆ
く

源
氏
物
語
車
争
ひ
／
心
づ
く
し
の
秋
／
母
子
の
別
離
／
暁
の
雪
／

萩
の
う
は
露
／
霧
の
中
の
か
い
ま
見
／
髪
の
香

伊
勢
物
語　
芥
川
／
東
下
り
／
筒
井
筒
／
梓
弓

大
和
物
語
姨
捨
／
鹿
の
声

大
鏡
菅
公
配
流
／
宣
耀
殿
の
女
御
／
中
宮
安
子
の
嫉
妬
／

堤
中
納
言
物
語
虫
め
づ
る
姫
君

肝
試
し
／
道
長
、栄
華
へ
の
第
一
歩

落
窪
物
語
落
窪
の
君

増
鏡
後
鳥
羽
院
／
隠
岐
配
流

源
氏
物
語
光
源
氏
の
誕
生
／
飽
か
ぬ
別
れ
／
廃
院
の
怪
／
若
紫
の
君

古
事
記
倭
建
命

大
鏡
雲
林
院
に
て
／
花
山
院
の
出
家
／
公
任
、三
船
の
誉
れ
／
南
の

院
の
競
射

平
家
物
語
忠
度
の
都
落
ち
／
能
登
殿
の
最
期

太
平
記
千
早
城
の
戦
い

随想

徒
然
草
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
／
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り

枕
草
子
春
は
、あ
け
ぼ
の
／
野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
／
文
こ
と
ば
な
め

き
人
こ
そ
／
世
の
中
に
な
ほ
い
と
心
憂
き
も
の
は
／
す
さ
ま
じ

き
も
の
／
中
納
言
参
り
た
ま
ひ
て
／
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に

枕
草
子
里
に
ま
か
で
た
る
に
／
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は

方
丈
記
ゆ
く
河
の
流
れ
／
仮
の
庵

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』の
み

徒
然
草
大
事
を
思
ひ
立
た
む
人
は
／
世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と
／

筑
紫
に
、な
に
が
し
の
押
領
使
な
ど
／
こ
れ
も
仁
和
寺
の
法
師
／

九
月
二
十
日
の
こ
ろ
／
久
し
く
隔
た
り
て
会
ひ
た
る
人
の

枕
草
子
春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の
／
雪
の
い
と
高
う
降

り
た
る
を

方
丈
記
安
元
の
大
火
／
養
和
の
飢
饉

日記

土
佐
日
記
門
出
／
亡
き
児
を
し
の
ぶ

更
科
日
記
継
母
と
の
別
れ
／
源
氏
の
五
十
余
巻

紫
式
部
日
記
土
御
門
殿
の
秋
／
和
泉
式
部
と
清
少
納
言

更
級
日
記
東
路
の
道
の
果
て
／
を
か
し
げ
な
る
猫

蜻
蛉
日
記
嘆
き
つ
つ
／
道
綱
鷹
を
放
つ

和
泉
式
部
日
記
夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を
／

和歌・俳諧

万
葉
集

万
葉
の
歌

建
礼
門
院
右
京

大
夫
集
な
べ
て
世
の

古
今
和
歌
集

王
朝
の
歌

新
古
今
和
歌
集

中
世
の
歌

十
六
夜
日
記
関
の
藤
川

奥
の
細
道
序
／
白
河
の
関
／
立
石
寺

野
ざ
ら
し
紀
行
千
里
に
旅
立
ち
て

小説

西
鶴
諸
国
ば
なし
忍
び
扇
の
長
歌

雨
月
物
語
浅
茅
が
宿

評論・伝承・芸能

正
徹
物
語
待
つ
恋　

風
姿
花
伝
二
十
四
、五

袋
草
紙
す
き
者
た
ち

玉
勝
間
い
に
し
へ
よ
り
も
後
世
の
ま
さ
れ
る
こ
と

難
波
土
産
虚
実
皮
膜
の
間

俊
頼
髄
脳
雨
の
名

兵
藤
裕
己
転
換
期
の
文
学
―『
平
家
物
語
』の
魅
力

謡
曲
忠
度

無
名
抄
お
も
て
歌

毎
月
抄
心
と
詞

無
名
草
子
紫
式
部

教
科
書
概
要

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』
『
言
語
文
化　

改
訂
版
』
漢
文
編　

１
年
次

『
古
典
探
究　

漢
文
編　

改
訂
版
』
（
第
一
部
）　

２
年
次

『
古
典
探
究　

漢
文
編　

改
訂
版
』
（
第
二
部
）　

３
年
次

教
材

教
材

教
材

故事成語

守
株
／
推
敲
／
借
虎
威
／
漁
父
之
利
／
塞
翁
馬

画
竜
点
睛
／
漱
石
枕
流
／
知
音
／
病
入
膏
肓
／
曳
尾
於
塗

中
／
先
従
隗
始

断
腸
／
蟷
螂
之
斧
／
愚
公
移
山

史伝

日
本
書
紀
憲
法
十
七
条

史
記
鴻
門
之
会
／
四
面
楚
歌

史
記

怒
髪
上
衝
冠
／
刎
頸
之
交
／
国
士
無
双

十
八
史
略
管
鮑
之
交
／
刺
客
荊
軻
／
死
諸
葛
走
生
仲
達

近
古
史
談
稲
葉
一
徹

日
本
外
史

信
玄
何
在

日
本
外
史
那
須
宗
高

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』の
み

史
記
孔
子
問
礼

漢詩

登
鸛
鵲
楼
／
鹿
柴
／
秋
風
引
／
江
雪
／
涼
州
詞
／
望
廬
山

瀑
布
／
江
南
春
／
過
故
人
荘

独
坐
敬
亭
山
／
登
楽
遊
原
／
九
月
九
日
憶
山
東
兄
弟
／
芙

蓉
楼
送
辛
漸
／
楓
橋
夜
泊
／
野
望
／
旅
夜
書
懐
／
出
穎
口
初

見
淮
山
是
日
至
寿
州
／
遊
山
西
村
／
聞
旅
雁
／
即
事
／
無
題

桃
夭
／
秋
風
辞
／
薤
露
／
飲
酒　

其
五
／
送
別
／
漁
翁
／

石
壕
吏
／
長
恨
歌

『
ち
く
ま
言
語
文
化
』の
み

送
僧
帰
日
本
／
江
村
／
八
月
十
五
夜
、禁
中
独
直
、対
月
憶
元
九

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』の
み

登
岳
陽
楼
／
香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、草
堂
初
成
、偶
題
東
壁

文章

雑
説

漁
父
辞
／
桃
花
源
記
／
春
夜
宴
桃
李
園
序
／
師
説
／

捕
蛇
者
説
／
愛
蓮
説

詩
経
大
序
／
論
文
／
五
柳
先
生
伝
／
前
赤
壁
賦
／
前
出
師
表

／
与
微
之
書
／
傷
仲
永

『
言
語
文
化　

改
訂
版
』の
み

朝
三
暮
四
（
列
子
・
荘
子
）

小説

鶴
之
報
恩
／
売
鬼
／
王
昭
君

離
魂
記
／
人
面
桃
花
／
杜
子
春

思想

論
語

論
語
孟
子　

荀
子

老
子
／
荘
子
／
韓
非
子
／
墨
子

老
子

評論

興
膳
宏

言
と
黙

三
冊
子
不
易
流
行

玉
勝
間
師
の
説
に
な
づ
ま
ざ
る
こ
と

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
も
の
の
あ
は
れ
論

鈴
木
日
出
男
『
源
氏
物
語
』の
虚
構

『
古
典
探
究  

  

古
文
編
／
漢
文
編  

改
訂
版
』

『
ち
く
ま 

言
語
文
化
』『
言
語
文
化  

改
訂
版
』

宇
治
拾
遺
物
語
絵
仏
師
良
秀

十
訓
抄
大
江
山

水
無
瀬
三
吟
百
韻

近
世
の
句

お
ら
が
春　

愛
児
さ
と

去
来
抄
行
く
春
を
／
岩
鼻
や

い
そ
の
は
な
北
寿
老
仙
を
い
た
む

鶉
衣
奈
良
団
扇
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『
学
習
指
導
の
研
究
』の
ご
案
内

1

第
６
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
「
読
む
」
単
元
で
の
学
習
を
踏
ま
え
、
も
う
一
段

読
解
力
や
思
考
力
を
深
め
る
た
め
の
文
章
を
取
り
上
げ
た
。

す
ぐ
れ
た
評
論
は
、
日
頃
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
て
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と

が
ら
に
目
を
向
け
、
改
め
て
そ
の
意
味
や
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
読
み

手
に
と
っ
て
そ
う
し
た
文
章
は
、
は
じ
め
は
そ
れ
を
論
じ
る
意
味
が
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
議
論
全
体
を
理
解
で
き
た
時
に
は
自
分
の
思
考
や
そ
の
前

提
が
明
晰
に
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
は
ず
で
あ
る
。

若
林
幹
夫
「
魔
術
化
す
る
科
学
技
術
」
は
科
学
と
魔
術
と
い
う
、
合
理
的
観
点

か
ら
は
正
反
対
に
見
え
る
も
の
が
、
現
代
社
会
の
中
で
結
び
つ
い
て
し
ま
う
様
子

が
論
じ
ら
れ
る
。「
便
利
だ
が
理
解
で
き
な
い
」
も
の
を
自
在
に
駆
使
す
る
今
の

生
徒
の
自
己
認
識
の
中
に
、
実
際
に
こ
う
し
た
魔
術
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る

の
か
、
ま
た
そ
の
問
題
点
は
何
か
、
彼
ら
自
身
に
良
く
考
え
さ
せ
た
い
。

野
矢
茂
樹
「
未
来
は
存
在
し
な
い
」
で
印
象
的
な
の
は
、
単
に
そ
の
論
理
性
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
直
感
に
反
す
る
結
論
を
諾
々
と
し
て
受
け
入
れ
る
の

で
は
な
い
思
考
の
粘
り
強
さ
で
あ
る
。
論
理
的
に
考
え
抜
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
こ
の
文
章
か
ら
、
評
論
を
読
む
こ
と
の
意
味
と
可
能

性
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

岩
井
克
人
「
マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵
」
は
資
本
主
義
に
お
け
る
、
差
異
が
利
潤

を
生
み
出
す
と
い
う
基
本
原
理
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
文
章
で
あ
る
。
筆
者
の

指
摘
す
る
情
報
の
商
品
化
と
は
、
ま
さ
に
生
徒
を
取
り
囲
む
現
代
の
社
会
状
況
そ

の
も
の
で
あ
る
。

【
知
識
・
技
能
】

（
１
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

ウ 

　常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で

使
う
こ
と
。

オ 

　文
、
話
、
文
章
の
効
果
的
な
組
み
立
て
方
や
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
。

（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

ア

　主
張
や
論
拠
な
ど
情
報
と
情
報
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

オ 

　引
用
の
仕
方
や
出
典
の
示
し
方
、
そ
れ
ら
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
使
う
こ
と
。

（
３
）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

ア 

　実
社
会
と
の
関
わ
り
を
か
ん
が
え
る
た
め
の
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ
い

て
理
解
を
ふ
か
め
る
こ
と
。

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】
Ｃ 

読
む
こ
と

ア 

　文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て

叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
、
要
旨
や
要
点
を
把
握
す
る
こ
と
。

単
元
の　解説

魔
術
化
す
る
科
学
技
術
／
未
来
は
存
在
し
な
い
／

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵

「
根
拠
」か
ら
「
主
張
」へ

第6章

第６章　単元の解説

単
元
の
ね
ら
い

教
材
編
集
の
意
図

こ
の
単
元
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材 教

師
用
指
導
資
料

◎ 

単
元
の
解
説 

17

◎ 

教
材
の
ね
ら
い 

18

◎ 

学
習
指
導
の
展
開
例 

20

◎ 

出
典
／
著
者
・
作
者
解
説
／
作
品
解
説 

21

◎ 

要
旨
／
主
題 

22

◎ 

キ
ー
ワ
ー
ド
／
作
品
解
説
・
作
品
鑑
賞 

23

◎ 

意
味
段
落
の
要
旨 

24

◎ 

全
体
の
構
成
図 

25

◎ 

叙
述
と
注
解
／
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
／
発
問
例
／

	

脚
問
の
解
答
例 

26

◎ 

「
学
習
」の
解
説
と
解
答
例 

28

◎ 

参
考
資
料 

30

◎ 

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
／
参
考
文
献 

31

◎ 

品
詞
分
解（
古
文
） 

32

◎ 

総
ル
ビ
付
き
本
文
／
現
代
語
訳（
古
文
） 

33

◎ 

総
ル
ビ
付
き
訓
読
／
現
代
語
訳（
漢
文
）／
叙
述
と
注
解
／

	

発
問
例 

／
脚
問
の
解
答
例

34

◎ 

評
価
問
題 

36

◎ 

プ
リ
ン
ト
集 

38

◎ 

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料
／
漢
文
編
集
シ
ス
テ
ム 

40

具
体
的
な
授
業
の
流
れ
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

「
学
習
指
導
の
展
開
例
」や「
板
書
例
」を
例
示
、ま
た「
発
問
例
」の

難
易
度
な
ど
も
示
し
ま
し
た
。

特
色 

1

同
じ
学
年
を
担
当
さ
れ
る
先
生
方
の
間
で
の「
共
通
基
盤
」を
示
す

ガ
イ
ド
と
な
る
よ
う
に
、「
教
材
の
ね
ら
い
」で
、指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

特
色 

2

評
価
問
題
例
に
は
、「
基
本
」「
標
準
」の
ほ
か
、「
発
展
」と
し
て
、

教
科
書
掲
載
の
教
材
以
外
の
文
章
も
用
意
し
ま
し
た
。

特
色 

3

教
科
書
掲
載
の「
実
践
」の
解
説
や
、探
究
活
動
例
に
関
す
る

指
導
資
料
を
ま
と
め
ま
し
た
。

特
色 

4

『
ち
く
ま
現
代
の
国
語
』小
説
教
材
の
指
導
資
料
は
、

小
説
の
読
解
指
導
に
つ
い
て
も
詳
細
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

特
色 

6

授
業
に
役
立
つ
資
料
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、評
価
例
な
ど
を

「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料
」の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

特
色 

5

目
次

指
導
書

学習指導要領に対応した各単元の「資質・能力」を掲載しています。

資質・能力

◎
単
元
の
解
説
教
科
書
編
集
委
員
が
、単
元
設
定
の
意
図
と
、教
材
採
録
の
意
図
を
解
説
し
ま
し
た
。
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科

　
学

科

　
学

　
技

　
術

呪 

術
・
魔 

術
・
宗 

教

道

　

具

　

・

　

機

　

械

　

・

　

技

　

術 魔

　
術

・
仮
説
と
検
証
に
よ
っ
て
確

か
め
ら
れ
た
法
則
性

・
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ

て
知
り
う
る
も
の
だ
け
を

知
る

・
さ
し
あ
た
り
の
真
理

・
合
理
性
を
高
め
る

・「
不
透
明
な
領
域
」
の
拡
大

↓
「
わ
か
ら
な
さ
」
を
甘
受
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・
不
透
明
さ
と
不
気
味
さ
を
消

　
し
さ
る

「
科
学
的
な
知
」
は

「
魔
術
」
よ
り
も  

無
知

・
神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術

的
思
考

・
知
ら
な
い
こ
と
は
信
仰
や

宇
宙
観
に
基
づ
く
信
念
に

よ
っ
て
知
る

・「
わ
か
ら
な
さ
」
を

　

「
わ
か
っ
て
し
ま
う
」

「
何
で
も
わ
か
り
、
何
で
も
解
決
で
き
る
」
こ
と
を
期
待
す
る

科
学
は
魔
術
化
さ
れ
う
る

23

社
会
学
者
に
よ
る
科
学
論
で
あ
る
。
価
値
中
立
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
科

学
の
知
が
、
技
術
と
結
び
つ
い
た
時
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
社
会
に
及
ぼ
す
か
を
、

科
学
以
前
の
知
・
技
術
と
対
比
し
な
が
ら
論
ず
る
本
格
的
な
評
論
で
あ
る
。

各
段
落
の
冒
頭
に
注
目
さ
せ
、
接
続
詞
の
働
き
を
確
認
し
な
が
ら
段
落
相
互
の

関
係
を
捉
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
対
比
を
正
確
に
お
さ
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
論
の

構
造
を
理
解
さ
せ
る
。

① 

段
落
相
互
の
関
係
を
整
理
し
て
、
論
の
構
造
を
理
解
さ
せ
る
。

② 

科
学
的
な
知
の
特
徴
を
整
理
さ
せ
た
上
で
、
魔
術
や
呪
術
と
近
代
科
学
技
術

を
対
比
し
な
が
ら
、
科
学
技
術
の
発
展
が
社
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
る
。

③ 

現
代
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
を
ま
と
め
さ
せ
る
。

◉
授
業
の
要
所

「
魔
術
化
す
る
科
学
技
術
」
は
、
原
始
や
古
代
の
人
類
に
と
っ
て
の
「
技
術
」
で

あ
っ
た
呪
術
や
魔
術
と
、
現
代
人
に
と
っ
て
の
「
科
学
技
術
」
を
対
比
す
る
こ
と

で
、
科
学
技
術
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
現
代
社
会
に
も
た
ら
す
問
題
を

指
摘
し
た
文
章
で
あ
る
。
対
比
や
具
体
例
を
用
い
つ
つ
、
段
階
を
踏
み
な
が
ら
確

実
に
論
を
進
め
て
い
く
過
程
を
、
叙
述
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
で
理
解
さ
せ
た
い
。

◎
主
題理

論
的
な
仮
説
に
過
ぎ
な
い
科
学
的
な
知
が
「
技
術
」
と
結
び
つ
き
、
合

◎
構
成
図

理
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
社
会
は
明
晰
で
透
明
な
理
解
可
能
性
を

手
に
入
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
科
学
技
術
の
発
展
と
高

度
化
は
、
不
透
明
で
理
解
不
可
能
な
領
域
を
生
み
出
し
て
い
る
。
科
学
技
術

を
、
魔
術
の
よ
う
に
全
て
を
理
解
可
能
に
す
る
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
捉
え

て
は
な
ら
な
い
。

◎
注
目
す
る
表
現

科
学
的

な
知
は

「
無
知
」

で
あ
る
。

▼
だ
か
ら
、
科
学
に
対
す
る
私
た
ち
の
常
識
的
な
理
解
に
は
い

さ
さ
か
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
科
学
的
な
知
は
、
宗
教
や

神
話
や
魔
術
や
呪
術
よ
り
も
「
無
知
」
な
の
だ
。（
一
三
〇
・

10
）　

　
　
　こ
こ
ま
で
の
叙
述
を
丁
寧
に
追
わ
せ
る
こ
と
で
、

「
科
学
的
な
知
」
と
は
理
論
的
な
仮
説
で
あ
り
、
実
証
的
な
手

続
き
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
た
知
で
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
世
界
図
の
具
体
例
を
も
と

に
、
神
話
的
・
宗
教
的
・
呪
術
的
思
考
に
も
と
づ
く
知
と
対
比

し
な
が
ら
、
科
学
的
な
知
に
は
、
知
り
え
な
い
も
の
が
あ
る
と

い
う
意
味
で
「
無
知
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
こ
の
科

学
の
知
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
後
の
論
の
展
開
を
支
え
る
柱
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
確
実
に
お
さ
え
さ
せ
た
い
。

科
学
技

術
が
生

み
出
す

不
透
明

で
理
解

不
能
な

領
域

▼
私
た
ち
の
社
会
は
科
学
技
術
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
ど
ん

な
社
会
よ
り
も
明
晰
で
透
明
な
理
解
可
能
性
を
手
に
入
れ
た

よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
の
ど
ん
な
社
会
よ
り
も
巨
大
で
強
力
な
力
と
と
も
に
あ

る
不
透
明
で
理
解
不
可
能
な
領
域
を
抱
え
込
ん
だ
の
だ
。

（
一
三
二
・
2
）

　
　
　
　科
学
的
な
知
識
が
技
術
と
結
び
つ
く
こ
と
で
現
代

社
会
に
も
た
ら
し
た
も
の
を
、「
技
術
と
し
て
の
呪
術
や
魔
術
、

宗
教
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
対
比
さ
せ
、「
不
気
味
さ
」
と

「
合
理
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
整
理
さ
せ
る
。
科
学
技
術

の
発
展
と
高
度
化
が
世
界
を
予
測
可
能
で
操
作
可
能
な
も
の

に
し
た
一
方
で
、「
不
透
明
で
理
解
不
可
能
な
領
域
」
を
生
み

出
す
、
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
つ
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

魔
術
化

す
る
科

学

▼
そ
う
、
現
代
の
社
会
で
科
学
は
魔
術
化
さ
れ
う
る
の
で
あ

る
。（
一
三
三
・
9
）

　
　
　
　本
論
の
題
名
も「
魔
術
化
す
る
科
学
技
術
」で
あ
り
、

こ
れ
が
主
張
の
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
科
学
が
魔
術
化
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
つ

い
て
、
こ
の
前
の
段
落
の
道
具
や
機
械
や
装
置
の
具
体
例
を
踏

ま
え
て
理
解
さ
せ
る
。
科
学
技
術
を
絶
対
視
す
る
こ
と
が
ど
の

よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
か
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
考
え

さ
せ
た
い
。

若
林
幹
夫

～

頁

128
134

教科書

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

教
材
の
ね
ら
い

第

　
章
6

魔術化する科学技術

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点

現代の国語

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
教
材
の
ね
ら
い
各
教
材
の
、授
業
の
柱
に
据
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
、見
開
き
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

十
分
な
教
材
研
究
の
時
間
が
取
れ
な
い
時
や
、教
材
ご
と
の
指
導
の
方
針
を
確
認
す
る
の
に
便
利
で
す
。

教材の中の注目すべき表現について一覧表で示しています。

教材の指導のポイントを簡潔に示しました。「何」が書かれた文章なのか、を示しています。

注目する表現

授業の要所

文章の構成を図示しています。

構成図

指
導
書
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45 魔術化する科学技術

導　入

1時間の場合

指導上の

留意点

学習活動

指導目標

展開例

3時間の場合

1時間目

1時間目2時間目3時間目

1時間目3時間目 2時間目4時間目 4時間の場合

展開一まとめ 展開二

❶ 

　教
材
の
話
題
に
関

心
を
持
た
せ
る
。

❷ 

　本
文
特
有
の
言
葉

遣
い
、
用
語
を
理
解

さ
せ
る
。

❸ 

　意
味
段
落
に
分
け
、

全
体
の
構
成
を
把
握

さ
せ
る
。

❶ 

　道
具
と
「
科
学
」

の
関
連
を
押
さ
え
さ

せ
る
。

❷ 

　科
学
が
逆
に
「
不

気
味
さ
」
を
抱
え
持

っ
て
し
ま
う
こ
と
を

理
解
さ
せ
る
。

❸ 

　第
一
段
を
中
心
に
、

内
容
精
読
。

❹ 

　現
代
の
「
科
学
」

的
思
考
そ
の
も
の
が

「
魔
術
化
」
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
。

① 

　前
時
限
の
確
認
を
す
る

② 

　道
具
や
機
械
の
「
科
学
」
的
側
面
を
指
摘

す
る
。

① 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
思
考
上
の
共
通

点
を
挙
げ
る
。

② 

　日
常
生
活
に
お
け
る
「
科
学
」
＝
「
魔

術
」
的
側
面
を
具
体
的
に
挙
げ
る
。
と
か
ら

め
て
考
え
る
。

③ 

　原
始
や
古
代
に
お
け
る
「
魔
術
」「
呪
術
」

の
必
要
性
を
考
え
る
。

④ 

　「科
学
」
が
理
解
不
可
能
な
領
域
を
抱
え

込
ん
で
い
く
様
子
を
理
解
す
る
。

① 

　「科
学
」
的
な
理
論
で
知
っ
て
い
る
も
の

を
挙
げ
る
。

② 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
ち
が
い
に
つ
い

て
考
え
る
。

③ 

　「魔
術
」「
呪
術
」
の
思
考
的
な
特
徴
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

①

　指
名
に
よ
り
音
読
す
る
。

②

　全
体
を
意
味
段
落
に
分
け
る
。

③ 

　ひ
と
ま
ず
「
科
学
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
箇
条
書
き
で
よ
い
の
で
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
る
。

④ 

　「魔
術
」「
呪
術
」
の
思
考
的
な
特
徴
を
ノ

ー
ト
に
ま
と
め
る
。

① 

　理
科
な
ど
の
科
目
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
科
学
」
的

な
る
も
の
を
理
解
さ
せ
る
。

② 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
対
称
性
を
示
す
。

③ 

　し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
が
結
論
に
お
い
て
収
斂
し
て

い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
指
導
す
る
。

① 

　慣
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
や
人
名
（「
リ
ス
ク
」「
コ
ス

ト
」「
ハ
イ
デ
ガ
ー
」）
に
注
意
さ
せ
る
。

② 

　三
つ
の
段
落
に
分
け
さ
せ
る
。
作
業
を
さ
せ
た
あ
と
に
、

指
名
で
発
表
さ
せ
る
。

③ 

　本
文
に
お
け
る
「
科
学
」
の
厳
密
な
意
味
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
さ
せ
る
。

④ 

　本
文
掲
載
の
世
界
図
に
注
意
を
喚
起
さ
せ
な
が
ら
「
魔

術
」「
呪
術
」
が
世
界
を
「
理
解
す
る
」
方
法
を
ま
と
め

さ
せ
る
。

① 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
ち
が
い
に
つ
い
て
、
指
名
に

よ
り
答
え
さ
せ
る
。

② 

　道
具
や
機
械
が
「
合
理
的
」
で
あ
り
、「
科
学
」
と
結

び
つ
い
て
き
た
点
に
留
意
さ
せ
る
。

③ 

　「技
術
と
し
て
の
呪
術
や
魔
術
」
と
い
っ
た
表
現
に
注

目
さ
せ
る
。

④ 

　「わ
か
ら
な
さ
」
と
い
っ
た
不
透
明
性
の
上
で
道
具
の

便
利
さ
を
享
受
し
て
い
る
日
常
生
活
を
想
起
さ
せ
る
。

① 
　「科
学
」
が
「
究
極
の
真
理
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
点
を
喚
起
さ
せ
る
。

② 

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
へ
の
依
存
な
ど
。
発
展

的
に
展
開
し
て
も
よ
い
。

学
習
指
導
の
展
開
例

現代の国語

45 魔術化する科学技術

導　入

1時間の場合

指導上の

留意点

学習活動

指導目標

展開例

3時間の場合

1時間目

1時間目2時間目3時間目

1時間目3時間目 2時間目4時間目 4時間の場合

展開一まとめ 展開二

❶ 

　教
材
の
話
題
に
関

心
を
持
た
せ
る
。

❷ 

　本
文
特
有
の
言
葉

遣
い
、
用
語
を
理
解

さ
せ
る
。

❸ 

　意
味
段
落
に
分
け
、

全
体
の
構
成
を
把
握

さ
せ
る
。

❶ 

　道
具
と
「
科
学
」

の
関
連
を
押
さ
え
さ

せ
る
。

❷ 

　科
学
が
逆
に
「
不

気
味
さ
」
を
抱
え
持

っ
て
し
ま
う
こ
と
を

理
解
さ
せ
る
。

❸ 

　第
一
段
を
中
心
に
、

内
容
精
読
。

❹ 

　現
代
の
「
科
学
」

的
思
考
そ
の
も
の
が

「
魔
術
化
」
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
。

① 

　前
時
限
の
確
認
を
す
る

② 

　道
具
や
機
械
の
「
科
学
」
的
側
面
を
指
摘

す
る
。

① 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
思
考
上
の
共
通

点
を
挙
げ
る
。

② 

　日
常
生
活
に
お
け
る
「
科
学
」
＝
「
魔

術
」
的
側
面
を
具
体
的
に
挙
げ
る
。
と
か
ら

め
て
考
え
る
。

③ 

　原
始
や
古
代
に
お
け
る
「
魔
術
」「
呪
術
」

の
必
要
性
を
考
え
る
。

④ 

　「科
学
」
が
理
解
不
可
能
な
領
域
を
抱
え

込
ん
で
い
く
様
子
を
理
解
す
る
。

① 

　「科
学
」
的
な
理
論
で
知
っ
て
い
る
も
の

を
挙
げ
る
。

② 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
ち
が
い
に
つ
い

て
考
え
る
。

③ 
　「魔
術
」「
呪
術
」
の
思
考
的
な
特
徴
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

①

　指
名
に
よ
り
音
読
す
る
。

②

　全
体
を
意
味
段
落
に
分
け
る
。

③ 

　ひ
と
ま
ず
「
科
学
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
箇
条
書
き
で
よ
い
の
で
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
る
。

④ 

　「魔
術
」「
呪
術
」
の
思
考
的
な
特
徴
を
ノ

ー
ト
に
ま
と
め
る
。

① 

　理
科
な
ど
の
科
目
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
科
学
」
的

な
る
も
の
を
理
解
さ
せ
る
。

② 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
対
称
性
を
示
す
。

③ 

　し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
が
結
論
に
お
い
て
収
斂
し
て

い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
指
導
す
る
。

① 

　慣
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
や
人
名
（「
リ
ス
ク
」「
コ
ス

ト
」「
ハ
イ
デ
ガ
ー
」）
に
注
意
さ
せ
る
。

② 

　三
つ
の
段
落
に
分
け
さ
せ
る
。
作
業
を
さ
せ
た
あ
と
に
、

指
名
で
発
表
さ
せ
る
。

③ 

　本
文
に
お
け
る
「
科
学
」
の
厳
密
な
意
味
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
さ
せ
る
。

④ 

　本
文
掲
載
の
世
界
図
に
注
意
を
喚
起
さ
せ
な
が
ら
「
魔

術
」「
呪
術
」
が
世
界
を
「
理
解
す
る
」
方
法
を
ま
と
め

さ
せ
る
。

① 

　「科
学
」
と
「
魔
術
」
の
ち
が
い
に
つ
い
て
、
指
名
に

よ
り
答
え
さ
せ
る
。

② 

　道
具
や
機
械
が
「
合
理
的
」
で
あ
り
、「
科
学
」
と
結

び
つ
い
て
き
た
点
に
留
意
さ
せ
る
。

③ 

　「技
術
と
し
て
の
呪
術
や
魔
術
」
と
い
っ
た
表
現
に
注

目
さ
せ
る
。

④ 

　「わ
か
ら
な
さ
」
と
い
っ
た
不
透
明
性
の
上
で
道
具
の

便
利
さ
を
享
受
し
て
い
る
日
常
生
活
を
想
起
さ
せ
る
。

① 

　「科
学
」
が
「
究
極
の
真
理
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
点
を
喚
起
さ
せ
る
。

② 

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
へ
の
依
存
な
ど
。
発
展

的
に
展
開
し
て
も
よ
い
。

学
習
指
導
の
展
開
例

現代の国語
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本
文
は
若
林
幹
夫
『
社
会
学
入
門
一
歩
前
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
〇
七
年
）

に
よ
っ
た
。

同
書
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
通
り
社
会
学
の
入
門
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可

能
だ
が
、
学
問
的
な
入
門
書
と
は
ち
が
い
、
日
常
的
な
切
り
口
を
話
題
と
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
践
的
な
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
カ
リ
ス
マ
」
が
誕
生

す
る
の
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
か
（「
第
一
〇
章
　
ス
タ

ー
、
カ
リ
ス
マ
、
独
裁
者
」）、
歌
を
う
た
う
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
な
の
か

（「
第
四
章
　
う
た
っ
て
い
る
の
は
誰
？
」）
と
い
っ
た
身
近
な
話
題
に
本
書
で
は

言
及
さ
れ
て
い
る
。
大
衆
社
会
の
欲
望
か
ら
個
と
社
会
を
媒
介
と
す
る
身
体
に
至

る
ま
で
、
本
書
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
は
入
門
書
な
が
ら
広
範
囲
だ
。
巻
末
に
は
周

到
な
「
読
書
案
内
」
も
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
を
読
み
終
え
た
読
者
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
無
理
な
く
関
心
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
丸
山
圭
三
郎
、
蓮
實
重
彦
、
柄
谷
行
人
と
い
う
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
極

ま
り
な
い
。

全
体
は
先
述
し
た
章
も
含
め
て
全
一
五
章
＋
補
。
そ
れ
を
挟
む
よ
う
に
「
は
じ

め
に
」
と
「
読
書
案
内
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
採
録
部
分
は
本
書
の
「
第
九
章
　
科
学
か
ら
魔
術
へ
？
」
の
う
ち

一
〇
九
〜
一
一
九
ペ
ー
ジ
の
抄
録
。
教
科
書
一
二
八
頁
の
第
一
段
に
あ
た
る
本
文

冒
頭
の
直
前
に
は
「
科
学
は
宗
教
よ
り
も
〝
無
知
〟
で
あ
る
」、
第
二
段
「
道
具

や
機
械
、
技
術
は
科
学
的
な
知
識
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、」（
一
三
〇
・
14
）
の
直

前
に
は
「
透
明
と
不
気
味
さ
と
」、
第
三
段
「
そ
う
だ
と
す
れ
ば
私
た
ち
は
、」

（
一
三
二
・
6
）
の
直
前
に
は
「
魔
術
化
す
る
科
学
技
術
」
の
小
見
出
し
が
そ
れ

ぞ
れ
付
さ
れ
て
い
た
。

な
お
本
文
第
二
段
落
と
第
三
段
落
の
間
の
文
章
を
分
量
調
節
の
た
め
一
部
省
略

し
た
。
ま
た
第
三
段
落
に
も
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
（
省
略
部
分
は
「
参
考

資
料
１
」
を
参
照
）。

若
林
幹
夫
（
わ
か
ば
や
し
・
み
き
お
）

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
社
会
学
者
。
一
九
八
六
年
、

東
京
大
学
教
養
学
部
相
関
社
会
科
学
分
科
卒
業
。
一
九
九
〇
年
、
東
京
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
退
。
東
京
工
業
大
学
助
手
、
筑
波
大
学
講
師
、

同
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学

術
院
教
授
。
博
士
（
社
会
学
）。

主
に
『
熱
い
都
市
　
冷
た
い
都
市
』（
弘
文
堂
　
一
九
九
二
年
）
と
い
っ
た
都

市
論
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
徐
々
に
メ
デ
ィ
ア
論
へ
と
研
究
の
領
域
を
広
げ
て
い

る
。『
地
図
の
想
像
力
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
　
一
九
九
五
年
）
と
い
っ
た
地
図

論
、『
郊
外
の
社
会
学
』（
ち
く
ま
新
書
　
二
〇
〇
七
年
）
と
い
っ
た
郊
外
論
、

『
都
市
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
』（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
出
版
　
一
九
九
九
年
）
と
い
っ
た
都
市
を
め

ぐ
る
様
々
な
論
考
、『
漱
石
の
リ
ア
ル
─
測
量
と
し
て
の
文
学
』（
紀
伊
國
屋
書
店
　

二
〇
〇
二
年
）
と
い
っ
た
文
学
論
な
ど
そ
の
視
野
は
驚
く
ほ
ど
広
い
。

記
号
論
、
構
造
主
義
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
都
市
論
は
歯
切
れ
が

よ
く
、
結
論
部
分
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
構
図
に
収
ま
り
理
解
も
し
や
す
い
。
特

に
『
都
市
へ
の
／
か
ら
の
視
線
』（
青
弓
社
　
二
〇
〇
三
年
）
は
様
々
な
発
表
媒

体
か
ら
収
録
さ
れ
た
若
林
幹
夫
に
と
っ
て
最
初
の
論
文
集
に
あ
た
る
の
だ
が
、
書

き
下
ろ
し
の
よ
う
な
一
貫
性
を
持
た
な
い
こ
の
本
は
逆
に
彼
の
様
々
な
分
析
手
法

が
提
示
さ
れ
て
い
て
簡
便
な
が
ら
読
み
応
え
の
あ
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

世
代
は
異
な
り
な
が
ら
も
吉
見
俊
哉
（
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
生
ま
れ
）、

北
田
暁
大
（
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
生
ま
れ
）
と
共
に
現
代
の
社
会
学
を
担

出

　典

著
者
解
説
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7 奥の細道

本
文
は
、「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
第
四
一
巻
（
小
学
館

　一
九
七
二
年
）
に

よ
っ
た
。
同
書
は
、
素
龍
筆
芭
蕉
所
持
本
（
西
村
本
）
を
底
本
と
す
る
。

『
奥
の
細
道
』
は
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
三
月
二
十
七
日
に
江
戸
を
発
ち
、

八
月
下
旬
大
垣
に
着
く
ま
で
の
、
五
か
月
余
、
道
程
約
六
百
里
（
約
二
千
四
百
キ

ロ
）
に
及
ぶ
旅
の
紀
行
文
で
あ
る
。
芭
蕉
は
四
十
六
歳
、
そ
の
人
生
観
・
自
然
観

が
深
ま
り
、
句
境
も
円
熟
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
、
推
敲
を
重
ね
ら
れ
た
文
章

は
、
日
本
文
学
の
流
れ
の
中
で
の
一
巨
峰
を
形
づ
く
る
作
品
で
あ
る
。
書
名
は
、

仙
台
の
段
の
、「
奥
の
細
道
の
山
ぎ
は
に
、
十
苻
の
菅
あ
り
」
の
文
に
由
来
し
て

い
る
と
さ
れ
る
が
、
む
ろ
ん
「
奥
羽
長
途
」
の
旅
路
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

芭
蕉
は
、
出
発
の
年
の
閏
一
月
下
旬
に
窪
田
猿
雖
（
推
定
）
に
あ
て
た
書
簡
で

「
去
年
の
旅
よ
り
魚
類
肴
味
口
に
払
ひ
捨
て
、
一
鉢
境
界
、
乞
食
の
身
こ
そ
た
う

と
け
れ
、
と
う
た
ひ
に
侘
し
貴
僧
の
跡
も
な
つ
か
し
く
、
猶
こ
と
し
の
た
び
は
や

つ
し
や
つ
し
て
こ
も
か
ぶ
る
心
が
け
に
て
御
座
候
」
と
書
い
て
い
る
。「
貴
僧
」

と
は
、
世
俗
の
名
聞
を
嫌
い
狂
気
じ
み
た
行
状
の
伝
え
ら
れ
て
い
る
平
安
時
代
の

僧
・
増
賀
の
こ
と
で
あ
る
。
西
行
・
増
賀
の
姿
が
常
に
芭
蕉
の
念
頭
に
あ
っ
た
。

古
人
の
風
雅
に
触
れ
た
い
と
、
歌
枕
・
名
勝
・
旧
跡
を
た
ず
ね
て
、
芭
蕉
は
旅

立
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
め
ぐ
り
あ
え
た
喜
び
が
記
さ
れ
た
文
章
の

間
に
、
荒
れ
は
て
た
歌
枕
を
嘆
き
、
昔
を
し
の
ぶ
よ
す
が
さ
え
な
い
の
を
恨
む
文

字
に
出
あ
う
。
悠
久
の
大
自
然
と
、
小
さ
く
無
常
な
人
の
命
と
そ
の
営
み
と
を
、

思
い
比
べ
つ
づ
け
る
旅
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
旅
の
途
次
、「
不
易
流
行
」
の
考

え
を
述
べ
は
じ
め
た
と
い
う
の
も
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
旅
に
よ
っ
て
、
芭

蕉
は
精
神
の
自
由
を
保
ち
句
境
を
高
め
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
旅
か
ら
旅
へ
と

歩
み
続
け
る
芭
蕉
の
姿
を
、
常
に
自
己
を
変
革
し
て
や
ま
な
か
っ
た
彼
の
芸
術
そ

の
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
旅
と
は
、
今
に
残
る
文
字
の

語
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
使
わ
れ
る
「
雨
風
に

さ
ら
さ
れ
た
（w

eather-beaten

）」
と
い
う
常
套
句
は
、
芭
蕉
の
旅
に
も
あ
て

は
ま
る
が
、
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
ば
は
、
陽
に
や
け
た
肌
な
ど
を
意
味
す
る
だ
け
に

と
ど
ま
る
ま
い
。

『
奥
の
細
道
』
成
立
の
時
期
は
定
か
で
な
い
。
旅
先
で
の
覚
書
な
ど
を
も
と
に
、

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
の
後
半
か
ら
翌
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
、
さ
ら
に
推
敲

が
重
ね
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
定
稿
が
成
っ
た
の
は
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
、

帰
省
を
か
ね
て
上
方
へ
向
か
う
最
後
の
旅
に
出
る
年
の
春
頃
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
奥
の
細
道
』
の
旅
は
、
彼
の
紀
行
と
し
て
最
も
長
く
、
ま
た
、
そ
れ
を
ま
と
め

た
『
奥
の
細
道
』
は
、
質
的
に
も
芭
蕉
の
紀
行
文
の
総
決
算
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。

本
文
は
、
和
文
脈
と
漢
文
脈
を
織
り
ま
ぜ
た
、
独
特
な
和
漢
混
淆
の
格
調
高
い

俳
文
で
あ
る
。
俳
文
と
は
、
俳
諧
的
詩
精
神
を
散
文
に
生
か
し
た
も
の
で
、
簡
潔

で
含
蓄
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
奥
の
細
道
』
の
よ
う
に
、
文
に
句
を

配
し
、
両
者
相
ま
っ
て
俳
諧
の
美
的
世
界
を
作
り
出
す
場
合
が
多
い
。
修
辞
上
の

特
色
は
、
比
喩
や
対
句
の
使
用
、
古
歌
や
故
事
の
引
用
な
ど
、
多
彩
で
あ
る
。
比

喩
に
し
て
も
、
直
喩
よ
り
隠
喩
を
多
用
す
る
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
文
学
的
感
覚
に
も

と
づ
く
修
辞
で
あ
る
。
語
法
上
の
特
色
と
し
て
、

①
自
動
詞
・
他
動
詞
の
混
用

②
終
止
形
・
連
体
形
の
混
用

③
係
り
結
び
の
乱
れ

④
ハ
行
ワ
行
の
二
段
活
用
動
詞
の
ヤ
行
化

⑤
「
は
べ
り
」「
聞
こ
ゆ
」
の
語
義
の
変
化

出

　典

作
品
解
説

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
学
習
指
導
の
展
開
例
各
教
材
の「
展
開
例
」と
、「
指
導
目
標
」「
学
習
活
動
」「
指
導
上
の
留
意
点
」及
び

「
時
間
配
分
」を
表
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
。

実際の授業時間に即した授業計画を
立てやすいように３パターンの時間配分を
示しました。それぞれの時間配分によって、
どの展開までで区切るのかが、一目瞭然です。

時間の配分

◎
出
典
／
著
者
・
作
者
解
説
／
作
品
解
説
各
教
材
の
出
典
と
、著
者
・
作
者
、作
品
に
関
す
る
情
報
を

ま
と
め
ま
し
た
。

教材の出典と、教科書本文との
異同を記しました。

著者・作者に関する
詳しい解説です。

著者・作者解説

出典

「魔術化する科学技術」（若林幹夫）
指導資料より

古典に関しては、作品そのものについても
詳しい解説を加えています。

作品解説

「奥の細道」指導資料より

指
導
書

21 20



89 待ち伏せ

生
徒
に
要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
場
合
に
は
以
下
の
点
に
注
意
さ
せ
た
い
。

本
文
は
「
科
学
」
と
「
魔
術
」
を
対
比
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
ら
は
二
項
対
立
的
に
導
か
れ
て
は
い
る
が
、
結
論
部
に
お
い
て
は
「
科
学
」
そ

の
も
の
が
「
魔
術
」
化
し
た
思
考
回
路
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
二
つ

は
対
立
す
る
思
考
回
路
に
見
え
な
が
ら
も
、
現
代
の
「
科
学
」
を
考
え
て
み
る
場

合
、
そ
れ
は
十
分
に
「
魔
術
」
的
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
結
論
で
あ
る
。

科
学
技
術
が
生
み
出
す
「
道
具
」
の
便
利
さ
を
手
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
動
い
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
の
な
い
わ
れ
わ
れ
現
代
人
は

ま
さ
し
く
「
魔
術
」
の
領
域
の
住
人
な
の
で
あ
る
。

小
説
の
主
題
を
ま
と
め
る
と
は
、
そ
の
作
品
世
界
の
内
実
を
捉
え
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
作
品
か
ら
抽
象
化
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
る

だ
け
で
は
生
徒
に
と
っ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
本
作
品
の
主
題
を
「
人
を
殺
す
と
い
う
行
為
を
強
い
る
戦
争
と
い
う
極
限
状
況

の
恐
ろ
し
さ
」
と
ま
と
め
て
も
、
作
品
を
理
解
し
た
と
は
言
い
難
い
。
あ
く
ま
で

作
品
世
界
に
沿
っ
た
内
容
を
ま
と
め
さ
せ
た
い
。

本
作
品
の
主
題
は
「
私
」
の
あ
り
方
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
品
構
造
に

着
目
さ
せ
、
作
中
人
物
「
私
」
と
語
り
手
「
私
」
の
意
識
を
捉
え
さ
せ
る
指
導
が

必
要
で
あ
る
。

第
一
に
は
作
中
人
物
「
私
」
が
戦
場
で
若
者
を
殺
し
た
理
由
と
そ
の
と
き
の
心

情
を
確
認
さ
せ
た
い
。「
私
」
が
手
榴
弾
を
若
者
に
投
げ
た
の
は
、
恐
怖
心
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
私
」
が
意
識
的
に
選
択
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
第
二
に
は
現
在
語
っ
て
い
る
「
私
」
が
自
分
の
行
為
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
語
っ
て
い
る
の
か
を
捉
え
さ
せ
た
い
。
自

分
を
戦
争
の
話
を
書
き
続
け
て
い
る
作
家
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と
、「
今
で

も
ま
だ
、
私
は
そ
れ
を
整
理
し
終
え
て
は
い
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
行
為
が
「
私
」
の
人
生
に
お
い
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
語
り
手
の
頭
の
中
で
生
き
続
け
る
若
者
の
姿
を
最
後
に
語
る
こ
と
の

意
味
も
重
要
で
あ
る
。
戦
争
と
い
う
極
限
状
況
に
お
い
て
人
を
殺
す
と
い
う
行
為

を
し
て
し
ま
っ
た
、
よ
り
正
確
に
は
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
の
姿
と
そ
の
後

の
苦
し
み
を
ま
と
め
さ
せ
た
い
。

二
〇
〇
字

科
学
と
は
実
証
性
と
反
証
可
能
性
に
よ
っ
て
明
証
性
を
持
つ
も
の
と
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
提
示
す
る
も
の
は
否
定
可
能
な
「
さ
し
あ
た
り
の
真

理
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術
的
思
考

は
科
学
的
に
「
知
り
え
な
い
も
の
」
に
対
し
て
も
信
念
と
想
像
力
に
よ
っ

て
「
知
る
こ
と
」
が
可
能
と
な
る
。
科
学
的
知
は
こ
れ
を
誤
謬
と
し
て
退

け
よ
う
と
す
る
が
、
合
理
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
そ
の
科
学
自
身

が
実
は
す
べ
て
を
説
明
で
き
る
魔
術
化
し
た
思
考
と
し
て
存
在
し
て
い
る

の
だ
。 

（
一
九
七
字
）

一
〇
〇
字

神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術
的
思
考
は
科
学
的
に
「
知
り
え
な
い
も
の
」

に
対
し
て
信
念
に
よ
っ
て
「
知
る
こ
と
」
を
可
能
に
し
た
が
、
合
理
化
し

た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
科
学
そ
の
も
の
が
全
て
を
説
明
で
き
る
魔
術
化

し
た
思
考
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。 

（
九
七
字
）

二
〇
〇
字

若
い
兵
士
を
不
必
要
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
の
、
自
分
で
も
そ
の

行
為
に
及
ん
だ
理
由
が
自
分
で
も
つ
か
め
な
い
苦
悩
と
、
当
時
、
自
分
が

置
か
れ
て
い
た
状
況
や
そ
の
時
の
心
理
状
態
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
意
志
を
超
え
て
、
身
体
的
、
感
覚
的
に
振
る
舞
う
も
う
一
人
の
自

分
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
人
の
自
分

の
正
体
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
一
度
失
っ
た
自
分
自
身
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
が
、
そ
れ
が
果
た
せ
な
い
不
安
と
困
惑
を
も
描
い
て
い
る
。

 

（
一
九
四
字
）

一
〇
〇
字

兵
士
を
不
必
要
に
殺
し
た
主
人
公
の
、
自
分
で
も
そ
の
理
由
が
つ
か
め

な
い
苦
悩
と
、
当
時
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
心
理
状
態
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
自
分
の
意
志
を
超
え
て
、
身
体
的
、
感
覚
的
に
振
る
舞
う

も
う
一
人
の
自
分
を
見
つ
め
る
姿
を
描
く
。 

（
一
〇
〇
字
）

要

　旨

主

　題

現代の国語
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生
徒
に
要
旨
を
ま
と
め
さ
せ
る
場
合
に
は
以
下
の
点
に
注
意
さ
せ
た
い
。

本
文
は
「
科
学
」
と
「
魔
術
」
を
対
比
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
ら
は
二
項
対
立
的
に
導
か
れ
て
は
い
る
が
、
結
論
部
に
お
い
て
は
「
科
学
」
そ

の
も
の
が
「
魔
術
」
化
し
た
思
考
回
路
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
二
つ

は
対
立
す
る
思
考
回
路
に
見
え
な
が
ら
も
、
現
代
の
「
科
学
」
を
考
え
て
み
る
場

合
、
そ
れ
は
十
分
に
「
魔
術
」
的
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
結
論
で
あ
る
。

科
学
技
術
が
生
み
出
す
「
道
具
」
の
便
利
さ
を
手
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
動
い
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
の
な
い
わ
れ
わ
れ
現
代
人
は

ま
さ
し
く
「
魔
術
」
の
領
域
の
住
人
な
の
で
あ
る
。

小
説
の
主
題
を
ま
と
め
る
と
は
、
そ
の
作
品
世
界
の
内
実
を
捉
え
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
作
品
か
ら
抽
象
化
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
る

だ
け
で
は
生
徒
に
と
っ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
本
作
品
の
主
題
を
「
人
を
殺
す
と
い
う
行
為
を
強
い
る
戦
争
と
い
う
極
限
状
況

の
恐
ろ
し
さ
」
と
ま
と
め
て
も
、
作
品
を
理
解
し
た
と
は
言
い
難
い
。
あ
く
ま
で

作
品
世
界
に
沿
っ
た
内
容
を
ま
と
め
さ
せ
た
い
。

本
作
品
の
主
題
は
「
私
」
の
あ
り
方
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
品
構
造
に

着
目
さ
せ
、
作
中
人
物
「
私
」
と
語
り
手
「
私
」
の
意
識
を
捉
え
さ
せ
る
指
導
が

必
要
で
あ
る
。

第
一
に
は
作
中
人
物
「
私
」
が
戦
場
で
若
者
を
殺
し
た
理
由
と
そ
の
と
き
の
心

情
を
確
認
さ
せ
た
い
。「
私
」
が
手
榴
弾
を
若
者
に
投
げ
た
の
は
、
恐
怖
心
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
私
」
が
意
識
的
に
選
択
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
第
二
に
は
現
在
語
っ
て
い
る
「
私
」
が
自
分
の
行
為
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
語
っ
て
い
る
の
か
を
捉
え
さ
せ
た
い
。
自

分
を
戦
争
の
話
を
書
き
続
け
て
い
る
作
家
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と
、「
今
で

も
ま
だ
、
私
は
そ
れ
を
整
理
し
終
え
て
は
い
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
行
為
が
「
私
」
の
人
生
に
お
い
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
語
り
手
の
頭
の
中
で
生
き
続
け
る
若
者
の
姿
を
最
後
に
語
る
こ
と
の

意
味
も
重
要
で
あ
る
。
戦
争
と
い
う
極
限
状
況
に
お
い
て
人
を
殺
す
と
い
う
行
為

を
し
て
し
ま
っ
た
、
よ
り
正
確
に
は
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
の
姿
と
そ
の
後

の
苦
し
み
を
ま
と
め
さ
せ
た
い
。

二
〇
〇
字

科
学
と
は
実
証
性
と
反
証
可
能
性
に
よ
っ
て
明
証
性
を
持
つ
も
の
と
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
提
示
す
る
も
の
は
否
定
可
能
な
「
さ
し
あ
た
り
の
真

理
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術
的
思
考

は
科
学
的
に
「
知
り
え
な
い
も
の
」
に
対
し
て
も
信
念
と
想
像
力
に
よ
っ

て
「
知
る
こ
と
」
が
可
能
と
な
る
。
科
学
的
知
は
こ
れ
を
誤
謬
と
し
て
退

け
よ
う
と
す
る
が
、
合
理
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
そ
の
科
学
自
身

が
実
は
す
べ
て
を
説
明
で
き
る
魔
術
化
し
た
思
考
と
し
て
存
在
し
て
い
る

の
だ
。 

（
一
九
七
字
）

一
〇
〇
字

神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術
的
思
考
は
科
学
的
に
「
知
り
え
な
い
も
の
」

に
対
し
て
信
念
に
よ
っ
て
「
知
る
こ
と
」
を
可
能
に
し
た
が
、
合
理
化
し

た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
科
学
そ
の
も
の
が
全
て
を
説
明
で
き
る
魔
術
化

し
た
思
考
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。 

（
九
七
字
）

二
〇
〇
字

若
い
兵
士
を
不
必
要
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
の
、
自
分
で
も
そ
の

行
為
に
及
ん
だ
理
由
が
自
分
で
も
つ
か
め
な
い
苦
悩
と
、
当
時
、
自
分
が

置
か
れ
て
い
た
状
況
や
そ
の
時
の
心
理
状
態
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
意
志
を
超
え
て
、
身
体
的
、
感
覚
的
に
振
る
舞
う
も
う
一
人
の
自

分
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
人
の
自
分

の
正
体
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
一
度
失
っ
た
自
分
自
身
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
が
、
そ
れ
が
果
た
せ
な
い
不
安
と
困
惑
を
も
描
い
て
い
る
。

 

（
一
九
四
字
）

一
〇
〇
字

兵
士
を
不
必
要
に
殺
し
た
主
人
公
の
、
自
分
で
も
そ
の
理
由
が
つ
か
め

な
い
苦
悩
と
、
当
時
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
心
理
状
態
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
自
分
の
意
志
を
超
え
て
、
身
体
的
、
感
覚
的
に
振
る
舞
う

も
う
一
人
の
自
分
を
見
つ
め
る
姿
を
描
く
。 

（
一
〇
〇
字
）

要

　旨

主

　題

現代の国語

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
要
旨
／
主
題
各
教
材
の
要
旨
ま
た
は
主
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。二
〇
〇
字
と
一
〇
〇
字
の
二
通
り
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小説教材は主題を示しました。
主題を読み取るポイントも併せて解説しました。

評論教材は要旨を示しました。生徒に要旨をまとめさせる
際のポイントも併せて解説しました。

主題

要旨

「魔術化する科学技術」（若林幹夫）指導資料より

「待ち伏せ」（ティム・オブライエン／
村上春樹 訳）指導資料より

◎
キ
ー
ワ
ー
ド
／
作
品
解
説
・
作
品
鑑
賞
評
論
教
材
の
重
要
な
言
葉
は「
キ
ー
ワ
ー
ド
」で
、

教
材
研
究
の
中
心
的
な
点
に
つ
い
て
は「
作
品
解
説
」（
評
論
）

「
作
品
鑑
賞
」（
小
説
・
古
典
）で
解
説
し
ま
し
た
。

指
導
書
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道
具
・
機
械
・
技
術
↓

　
　
　

↓
合
理
性
を
高
め
る

原
始
・
古
代
の
人
類
＝
世
界
の
不
透
明
さ
・
不
気
味
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
技
術
と
し
て
の

　
　
　
　
　
透
明
さ
・
理
解
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
←

現
代
人
＝
〝
誤
っ
た
透
明
さ
〞
＝
誤
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
別
種
の
透
明
な
理
解
可
能
性
と
操
作
可
能
性

　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　
　
不
透
明
で
理
解
不
可
能
な
領
域
を
抱
え
込
む

　
　
　
　
　
＝
「
便
利
だ
が
理
解
で
き
な
い
領
域
」

　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　
　
不
透
明
だ
け
ど
役
に
立
つ
＝

　
　
　
　
　
　
　
「
何
で
も
わ
か
り
、
何
で
も
解
決
で
き
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
は

　
　
　
　
　

さ
れ
う
る

科
学

科
学

科
学

魔
術
化

科
学
技
術

呪
術
・
魔
術
・
宗
教

理
論
的
な
仮
説
と
反
証

魔
術
の
よ
う
な
領
域

神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術
的
思
考

＝
仮
説
と
検
証
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
法
則
性
に
よ
っ
て
世
界
を
理

　
解
す
る　

実
証
性
と
反
証
可
能
性

　
↓
「
確
実
な
知
識
」
と
し
て
の
明
証
性

　

  

「
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
知
り
う
る
も
の
だ
け
を
知
る
」

　
↓
「
さ
し
あ
た
り
の
真
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
信
仰
・
宇
宙
観
に
よ
っ
て
〝
知
り
〞、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
理
解
す
る
〞

　

「
知
り
え
な
い
も
の
」
↓
信
念
・
想
像
力
↓
「
知
る
こ
と
」

　
例
：
地
界
図

　
↓
「
わ
か
ら
な
さ
」
＝
「
わ
か
っ
て
し
ま
う
」

第
一
段

第
二
段

第
三
段
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段 

落

ペ
ー
ジ
・
行

段 

意

第一段第二段第三段

初 
め
〜
一
三
〇
・
13
（「
わ
か

っ
て
し
ま
う
」
の
で
あ
る
。）

一 

三
〇
・
14
（ 

道
具
や
機

械
、）〜
一
三
二
・
5
（
理
解

不
可
能
な
領
域
を
抱
え
込
ん

だ
の
だ
。）

一 

三
二
・
6
（
そ
う
だ
と
す
れ

ば
私
た
ち
は
、）
〜
終
わ
り

科
学
と
宗
教

科
学
と
は
「
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
知
り
う
る
も
の
だ
け
を
知
る
」
と
い
う
知
の
あ
り
方
で
あ
り
、
ま
た
「
究

極
の
真
理
」
を
指
し
示
す
こ
と
の
な
い
「
さ
し
あ
た
り
の
真
理
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
神
話
的
、
宗
教
的
、
呪
術

的
思
考
は
「
知
り
え
な
い
も
の
」
に
対
し
て
も
信
念
と
想
像
力
に
よ
っ
て
「
知
る
こ
と
」
が
で
き
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ

え
科
学
は
宗
教
よ
り
も
無
知
な
の
で
あ
る
。

道
具
や
機
械
と
不
透
明
性

道
具
や
機
械
や
技
術
は
科
学
と
結
び
つ
き
合
理
性
を
高
め
て
い
く
一
方
で
、
原
始
古
代
の
人
類
に
と
っ
て
不
透
明
な

世
界
は
そ
れ
を
消
し
去
る
技
術
と
し
て
魔
術
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
魔
術
を
科
学
技
術
に
置
き

換
え
透
明
さ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
反
面
予
想
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
不
透
明
性
も
同
時
に
抱
え
込
む
こ
と
に

な
っ
た
。

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

現
代
の
私
た
ち
は
透
明
な
理
解
可
能
性
を
獲
得
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
現
代
の
社
会
が
個
々
の
人
々
に
は
見

渡
す
こ
と
の
出
来
な
い
不
透
明
さ
の
科
学
と
技
術
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
人
は
「
わ

か
ら
な
さ
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
、「
何
で
も
わ
か
り
、
何
で
も
解
決
で
き
る
」
と
い
っ
た
魔
術
的
な
思
考
を

科
学
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

意
味
段
落
の
要
旨

全
体
の
構
成
図
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知
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無
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の
で
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。
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や
技
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は
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学
と
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き
合
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性
を
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て
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く
一
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で
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代
の
人
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に
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て
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な
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界
は
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を
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去
る
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と
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て
魔
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が
必
要
と
さ
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て
い
た
。
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代
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に
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て
は
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を
科
学
技
術
に
置
き

換
え
透
明
さ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
反
面
予
想
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
不
透
明
性
も
同
時
に
抱
え
込
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こ
と
に

な
っ
た
。

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

現
代
の
私
た
ち
は
透
明
な
理
解
可
能
性
を
獲
得
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
現
代
の
社
会
が
個
々
の
人
々
に
は
見

渡
す
こ
と
の
出
来
な
い
不
透
明
さ
の
科
学
と
技
術
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
人
は
「
わ

か
ら
な
さ
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
、「
何
で
も
わ
か
り
、
何
で
も
解
決
で
き
る
」
と
い
っ
た
魔
術
的
な
思
考
を

科
学
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

意
味
段
落
の
要
旨

全
体
の
構
成
図

現代の国語

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
意
味
段
落
の
要
旨
各
教
材
を
意
味
段
落
に
分
け
、各
段
落
の
段
意
を
ま
と
め
ま
し
た
。

意味段落の小見出しも併せて示しました。

意味段落の要旨

現
代
文
教
材
は
、各
教
材
の
構
成
を
段
落
ご
と
に
図
示
し
ま
し
た
。

教材の意味段落同士の構成が
分かるように図解しました。

全体の構成図 ◎
全
体
の
構
成
図

指
導
書
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
叙
述
と
注
解
／
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
／
発
問
例
／
脚
問
の
解
答
例

文
脈
に
即
し
た
語
句
の
意
味
を
示
し
ま
し
た
。ま
た
教
材
の
導
入
や
段
落
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
も
示
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
の
脚
問
の
解
答
例
と
、授
業
や
定
期
テ
ス
ト
に
利
用
で
き
る
発
問
例
を
示
し
ま
し
た
。難
易
度
を
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

発問例・脚問の解答例

難易度は、「マークなし」易しい➡「 」やや難しい➡「 」難しいまで３段階で示しました。

板書例

教科書の各ページに示してある「重要語」については、マークで示しています。

重要語

指
導
書

クラスごとで先生が違っても、ここは共通して押さえたい、という板書例を示しました。
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎「
学
習
」の
解
説
と
解
答
例
教
科
書
に
掲
載
の「
学
習
の
手
引
き
」の
解
答
例
と
解
説
を
示
し
ま
し
た
。

『ちくま 現代の国語』の小説教材については、教科書の「学習」の解説と解答例だけでなく、
『言語文化  改訂版』に掲載した同教材の「学習」の解説と解答例も掲載しています。

「学習」の解説と解答例

指
導
書
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
参
考
資
料
教
材
や
作
者
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
な
る
文
章
を
掲
載
し
ま
し
た
。

授業用プリントとして使える資料や、先生方の教材研究に役立つ資料を掲載しています。

教科書に掲載した教材との
比べ読みにも活用できます。

参考資料

「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
」は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
参
考
文
献
」は
教
材
研
究
お
よ
び
作
者
研
究
の
た
め
の
基
本
文
献
を

列
挙
し
、簡
潔
な
解
説
を
つ
け
ま
し
た
。

◎
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
／
参
考
文
献

生徒に薦めたい書籍も紹介しています。

教科書掲載の教材をさらに掘り下げる探究活動の
参考文献としても役立ちます。

参考文献

指
導
書
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2225 大江山

　和
泉
式
部
、
保
昌

　
　が

　
　妻

　
　に
て
、
丹
後

　
　に

　
　下
り 

　け
る 

　ほ
ど

  

に
、  

京

　に

　
歌
合

　あ
り

　け
る

　
　に
、
　小
式
部
内
侍
、  

歌
よ
み

　
　に

と
ら  

　れ

　
　

 
て
、
　

 

よ
み 

　け
る

　
　を
、
　

 

定
頼
中
納
言

　

 

た
は
ぶ
れ

　
　て
、

小
式
部
内
侍

　あ
り

　け
る

　
　に
、
　

 

「
丹
後

　
　へ

　
　遣
は
し

　

  

け
る

　人

  

は

　
　参
り

　
　た
り

　
　や
。
　

  

い
か
に

　心
も
と
な
く

　 お
ぼ
す

　
　ら
む
。」

  

と

　
　言
ひ

　
　て
、
　局

　
　の

　
　前

　
　を

　
　過
ぎ

　

 

ら
れ

　け
る

　
　を
、

御
簾

　よ
り

　な
か
ら

　ば
か
り

　出
で

　
   

て
、
　わ
づ
か
に

　直
衣

　
　の

　

  

袖

　を

　
ひ
か
へ

　

  

て
、

　
　大
江
山

　い
く
の

　
の

　
道

　
の

　

  

遠
け
れ

　
　ば

　
　ま
だ

　ふ
み

　
　
も

　
　見

　
ず

　天
の
橋
立

　と

　
　よ
み
か
け  

　け
り
。
思
は
ず
に
、  

あ
さ
ま
し
く

　
　て
、
　「
こ

　
　は

い
か
に
。  

か
か
る

　や
う

　

   

や
は

　
　あ
る
。」
　と

　
　ば
か
り

　言
ひ

　
　て
、

返
歌

　
　に

　
　
も

　
　及
ば

　
　ず
、
　袖

　
　を

　
　引
き
放
ち

　
　て
、
　

 
逃
げ

　

格
助・体
修

格
助・時
間

格
助・場
所

格
助・時
間

受
身・用

接
助・単
純

助・単
純

助・順
接

下
二・用

ナ
リ・用

（
複
）タ
四・用

（
複
）カ
下
二・用

ナ
リ・用

格
助・時
間

格
助・方
向

サ
四・用（
尊
①
）

副

副
助・程
度

ク・已

ハ
下
二・用

副

ラ
変・体

副
助・限
定

サ
四・終（
尊
③
）

ク・用

シ
ク・用

係
助・提
示

係
助・疑
問

格
助・引
用

接
助・単
純

格
助・体
修

接
助・単
純

格
助・経
由
点

接
頭

接
助・単
純

格
助・体
修

格
助・対
象

接
助・単
純

格
助・体
修

格
助・主
格

接
助・順
確・原
因

係
助・強
意

打
消・終

マ
上
一・未

格
助・引
用

接
助・単
純

代

係
助・提
示

格
助・引
用

接
助・単
純

格
助・対
象

係
助・強
意

打
消・用

格
助・対
象

接
助・単
純

格
助・資
格

格
助・場
所

格
助・資
格

ラ
変・用

ラ
四・未

過
去・体

マ
四・用

ラ
変・用

過
去・体

過
去・体

ラ
四・用（
謙
②
）

完
了・終

現
在
推
量・体

ハ
四・用

ガ
上
二・未

尊
敬
④・用

過
去・体

格
助・起
点

ダ
下
二・用

副

過
去・終

助・反
語（
係
）

変・体（
結
）

ハ
四・用

バ
四・未

ガ
下
二・未

過
去・体

ラ
四・用

過
去・体

１

２

３

４

品
詞
分
解

和い
づ
み泉
式し

き

部ぶ

、
保や

す

昌ま
さ

が
妻め

に
て
、
丹た

ん

後ご

に
下く

だ

り
け
る
ほ
ど
に
、

京き
や
うに
歌う

た
あ
は
せ
合
あ
り
け
る
に
、
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

、
歌
よ
み
に
と
ら
れ
て
、

よ
み
け
る
を
、
定さ
だ

頼よ
り

中の
ち
ゆ
う
な
ご
ん

納
言
た
は
ぶ
れ
て
、
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

あ
り

け
る
に
、「
丹た
ん

後ご

へ
遣つ

か

は
し
け
る
人ひ

と

は
参ま

ゐ

り
た
り
や
。

い
か
に
心こ
こ
ろも
と
な
く
お
ぼ
す
ら
む
。」
と
言い

ひ
て
、
局つ

ぼ
ねの
前ま

へ

を

過す

ぎ
ら
れ
け
る
を
、
御み

簾す

よ
り
な
か
ら
ば
か
り
出い

で
て
、
わ
づ

か
に
直な
ほ
し衣

の
袖そ

で

を
ひ
か
へ
て
、

大お
お

江え

山や
ま

い
く
の
の
道み

ち

の
遠と

ほ

け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見み

ず
天あ

ま

の

橋は
し

立だ
て

と
よ
み
か
け
け
り
。
思お

も

は
ず
に
、
あ
さ
ま
し
く
て
、「
こ
は
い

か
に
。
か
か
る
や
う
や
は
あ
る
。」
と
ば
か
り
言い

ひ
て
、
返へ

ん

歌か

に
も
及
ば
ず
、
袖そ

で

を
引ひ

き
放は

な

ち
て
、
逃に

げ
ら
れ
け
り
。

小こ

式し
き

部ぶ

、
こ
れ
よ
り
歌う

た

よ
み
の
世よ

に
お
ぼ
え
出い

で
来き

に
け
り
。

こ
れ
は
う
ち
ま
か
せ
て
の
理り

運う
ん

の
こ
と
な
れ
ど
も
、
か
の
卿

き
や
う

の
心こ

こ
ろに
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
歌う

た

、
た
だ
い
ま
よ
み
出い

だ
す
べ
し
、

と
は
知し

ら
れ
ざ
り
け
る
に
や
。

本

　文

和
泉
式
部
が
、
保
昌
の
妻
と
し
て
、
丹
後
国
に
下
っ
て
い
た
こ
ろ
に
、
京
で
歌
合
が
あ
っ
た
時
に
、

小
式
部
内
侍
が
（
歌
合
の
）
歌
人
に
選
ば
れ
て
、
歌
を
詠
ん
だ
の
だ
っ
た
が
（
そ
の
時
の
こ
と
）、

定
頼
中
納
言
が
ふ
ざ
け
て
、
小
式
部
内
侍
が
部
屋
に
い
た
と
こ
ろ
に
、「
丹
後
国
に
お
遣
わ
し
に
な

っ
た
人
は
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
か
。
ど
ん
な
に
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
。」
と
言
っ
て
、
部
屋
の
前
を
お
通
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、（
小
式
部
内
侍
は
）
御
簾
か
ら
半
分
ほ

ど
出
て
、
ち
ょ
っ
と
（
定
頼
の
）
直
衣
の
袖
を
引
き
留
め
て
、

大
江
山
…
…
大
江
山
を
越
え
、
生
野
を
通
っ
て
行
く
道
の
り
が
遠
い
の
で
、
ま
だ
（
丹
後
国

の
）
天
の
橋
立
に
行
っ
て
も
い
ま
せ
ん
し
、（
母
か
ら
の
）
手
紙
も
見
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
、
歌
を
詠
み
か
け
た
。（
定
頼
は
）
思
い
が
け
ず
に
、
驚
い
て
、「
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
。
こ

ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。」
と
だ
け
言
っ
て
、
返
歌
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
で
、
袖
を
引
き
離
し
て
お
逃
げ
に
な
っ
た
。

小
式
部
内
侍
は
、
こ
れ
以
降
、
す
ば
ら
し
い
歌
人
で
あ
る
と
い
う
評
判
が
世
間
に
広
ま
っ
た
の
だ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
ご
く
普
通
の
（
和
泉
式
部
の
娘
で
あ
る
以
上
、
歌
を
上
手
に
詠
む
こ
と
は
）
道
理
に

か
な
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
の
（
定
頼
）
卿
の
心
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
歌
を
即
座
に
詠
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
は
、
お
わ
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

１ 

　断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用

形
「
に
」
に
接
続
助
詞
「
て
」
の
つ

い
た
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。

２ 

　接
続
助
詞
で
、
順
接
の
確
定
条
件

を
表
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。

３

　２
と
同
じ
。

①
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

②
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

③
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

④
語
り
手
↓
定
頼
中
納
言

４

　連
体
詞
と
す
る
説
も
あ
る
。

現
代
語
訳

言語文化2225 大江山

　和
泉
式
部
、
保
昌

　
　が

　
　妻

　
　に
て
、
丹
後

　
　に

　
　下
り 

　け
る 

　ほ
ど

  

に
、  

京

　に

　
歌
合

　あ
り

　け
る

　
　に
、
　小
式
部
内
侍
、  

歌
よ
み

　
　に

と
ら  

　れ

　
　

 

て
、
　

 

よ
み 

　け
る

　
　を
、
　

 

定
頼
中
納
言

　

 

た
は
ぶ
れ

　
　て
、

小
式
部
内
侍

　あ
り

　け
る

　
　に
、
　

 
「
丹
後

　
　へ

　
　遣
は
し

　

  

け
る

　人

  

は

　
　参
り

　
　た
り

　
　や
。
　

  

い
か
に

　心
も
と
な
く

　 お
ぼ
す

　
　ら
む
。」

  

と

　
　言
ひ

　
　て
、
　局

　
　の

　
　前

　
　を

　
　過
ぎ

　
 

ら
れ

　け
る

　
　を
、

御
簾

　よ
り

　な
か
ら

　ば
か
り

　出
で

　

   

て
、
　わ
づ
か
に

　直
衣

　
　の

　

  

袖

　を

　
ひ
か
へ

　

  

て
、

　
　大
江
山

　い
く
の

　
の

　
道

　
の

　

  

遠
け
れ

　
　ば

　
　ま
だ

　ふ
み

　
　
も

　
　見

　
ず

　天
の
橋
立

　と

　
　よ
み
か
け  

　け
り
。
思
は
ず
に
、  

あ
さ
ま
し
く

　
　て
、
　「
こ

　
　は

い
か
に
。  

か
か
る

　や
う

　

   

や
は

　
　あ
る
。」
　と

　
　ば
か
り

　言
ひ

　
　て
、

返
歌

　
　に

　
　
も

　
　及
ば

　
　ず
、

　袖

　
　を

　
　引
き
放
ち

　
　て
、

　

 

逃
げ

　

格
助・体
修

格
助・時
間

格
助・場
所

格
助・時
間

受
身・用

接
助・単
純

助・単
純

助・順
接

下
二・用

ナ
リ・用

（
複
）タ
四・用

（
複
）カ
下
二・用

ナ
リ・用

格
助・時
間

格
助・方
向

サ
四・用（
尊
①
）

副

副
助・程
度

ク・已

ハ
下
二・用

副

ラ
変・体

副
助・限
定

サ
四・終（
尊
③
）

ク・用

シ
ク・用

係
助・提
示

係
助・疑
問

格
助・引
用

接
助・単
純

格
助・体
修

接
助・単
純

格
助・経
由
点

接
頭

接
助・単
純

格
助・体
修

格
助・対
象

接
助・単
純

格
助・体
修

格
助・主
格

接
助・順
確・原
因

係
助・強
意

打
消・終

マ
上
一・未

格
助・引
用

接
助・単
純

代

係
助・提
示

格
助・引
用

接
助・単
純

格
助・対
象

係
助・強
意

打
消・用

格
助・対
象

接
助・単
純

格
助・資
格

格
助・場
所

格
助・資
格

ラ
変・用

ラ
四・未

過
去・体

マ
四・用

ラ
変・用

過
去・体

過
去・体

ラ
四・用（
謙
②
）

完
了・終

現
在
推
量・体

ハ
四・用

ガ
上
二・未

尊
敬
④・用

過
去・体

格
助・起
点

ダ
下
二・用

副

過
去・終

助・反
語（
係
）

変・体（
結
）

ハ
四・用

バ
四・未

ガ
下
二・未

過
去・体

ラ
四・用

過
去・体

１

２

３

４

品
詞
分
解

和い
づ
み泉
式し
き

部ぶ

、
保や
す

昌ま
さ

が
妻め

に
て
、
丹た
ん

後ご

に
下く
だ

り
け
る
ほ
ど
に
、

京き
や
うに
歌う
た
あ
は
せ
合
あ
り
け
る
に
、
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

、
歌
よ
み
に
と
ら
れ
て
、

よ
み
け
る
を
、
定さ
だ

頼よ
り

中の
ち
ゆ
う
な
ご
ん

納
言
た
は
ぶ
れ
て
、
小こ

式し
き

部ぶ
の

内な
い

侍し

あ
り

け
る
に
、「
丹た
ん

後ご

へ
遣つ
か

は
し
け
る
人ひ
と

は
参ま
ゐ

り
た
り
や
。

い
か
に
心こ
こ
ろも
と
な
く
お
ぼ
す
ら
む
。」
と
言い

ひ
て
、
局つ
ぼ
ねの
前ま
へ

を

過す

ぎ
ら
れ
け
る
を
、
御み

簾す

よ
り
な
か
ら
ば
か
り
出い

で
て
、
わ
づ

か
に
直な
ほ
し衣

の
袖そ
で

を
ひ
か
へ
て
、

大お
お

江え

山や
ま

い
く
の
の
道み
ち

の
遠と
ほ

け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見み

ず
天あ
ま

の

橋は
し

立だ
て

と
よ
み
か
け
け
り
。
思お
も

は
ず
に
、
あ
さ
ま
し
く
て
、「
こ
は
い

か
に
。
か
か
る
や
う
や
は
あ
る
。」
と
ば
か
り
言い

ひ
て
、
返へ
ん

歌か

に
も
及
ば
ず
、
袖そ
で

を
引ひ

き
放は
な

ち
て
、
逃に

げ
ら
れ
け
り
。

小こ

式し
き

部ぶ

、
こ
れ
よ
り
歌う
た

よ
み
の
世よ

に
お
ぼ
え
出い

で
来き

に
け
り
。

こ
れ
は
う
ち
ま
か
せ
て
の
理り

運う
ん

の
こ
と
な
れ
ど
も
、
か
の
卿
き
や
う

の
心こ
こ
ろに
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
歌う
た

、
た
だ
い
ま
よ
み
出い

だ
す
べ
し
、

と
は
知し

ら
れ
ざ
り
け
る
に
や
。

本

　文

和
泉
式
部
が
、
保
昌
の
妻
と
し
て
、
丹
後
国
に
下
っ
て
い
た
こ
ろ
に
、
京
で
歌
合
が
あ
っ
た
時
に
、

小
式
部
内
侍
が
（
歌
合
の
）
歌
人
に
選
ば
れ
て
、
歌
を
詠
ん
だ
の
だ
っ
た
が
（
そ
の
時
の
こ
と
）、

定
頼
中
納
言
が
ふ
ざ
け
て
、
小
式
部
内
侍
が
部
屋
に
い
た
と
こ
ろ
に
、「
丹
後
国
に
お
遣
わ
し
に
な

っ
た
人
は
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
か
。
ど
ん
な
に
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
。」
と
言
っ
て
、
部
屋
の
前
を
お
通
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、（
小
式
部
内
侍
は
）
御
簾
か
ら
半
分
ほ

ど
出
て
、
ち
ょ
っ
と
（
定
頼
の
）
直
衣
の
袖
を
引
き
留
め
て
、

大
江
山
…
…
大
江
山
を
越
え
、
生
野
を
通
っ
て
行
く
道
の
り
が
遠
い
の
で
、
ま
だ
（
丹
後
国

の
）
天
の
橋
立
に
行
っ
て
も
い
ま
せ
ん
し
、（
母
か
ら
の
）
手
紙
も
見
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
、
歌
を
詠
み
か
け
た
。（
定
頼
は
）
思
い
が
け
ず
に
、
驚
い
て
、「
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
。
こ

ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。」
と
だ
け
言
っ
て
、
返
歌
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
で
、
袖
を
引
き
離
し
て
お
逃
げ
に
な
っ
た
。

小
式
部
内
侍
は
、
こ
れ
以
降
、
す
ば
ら
し
い
歌
人
で
あ
る
と
い
う
評
判
が
世
間
に
広
ま
っ
た
の
だ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
ご
く
普
通
の
（
和
泉
式
部
の
娘
で
あ
る
以
上
、
歌
を
上
手
に
詠
む
こ
と
は
）
道
理
に

か
な
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
の
（
定
頼
）
卿
の
心
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
歌
を
即
座
に
詠
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
は
、
お
わ
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

１ 

　断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用

形
「
に
」
に
接
続
助
詞
「
て
」
の
つ

い
た
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。

２ 

　接
続
助
詞
で
、
順
接
の
確
定
条
件

を
表
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。

３

　２
と
同
じ
。

①
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

②
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

③
定
頼
中
納
言
↓
小
式
部
内
侍

④
語
り
手
↓
定
頼
中
納
言

４

　連
体
詞
と
す
る
説
も
あ
る
。

現
代
語
訳

言語文化

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

◎
品
詞
分
解（
古
文
）
古
文
教
材
に
は
、本
文
の
品
詞
分
解
を
示
し
ま
し
た
。文
法
的
に
説
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
は
下
段
に

示
し
ま
し
た
。

品詞

敬語

付属 CD-ROM

名詞以外のすべての語に品詞を示しました。

敬語には敬意の対象も示しました。

品詞分解・現代語訳のデータは、
付属 CD-ROM にも収録しています。

活用形

活用のあるものについては、
その活用形を示しました。

古
文
教
材
に
は
、総
ル
ビ
を
付
し
た
本
文
と
、現
代
語
訳
を

掲
載
し
ま
し
た
。

◎
総
ル
ビ
付
き
本
文
／
現
代
語
訳（
古
文
）

総ルビ付き本文

古文教材の本文にはすべて読み仮名を付して示しました。

指
導
書
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100言語文化

　夫そ

れ
禍く
わ

福ふ
く

の
転て
ん

じ
て
相あ
ひ

生し
や
うず

る
や
、
其そ

の
変へ
ん

見み

難が
た

き
な
り
。
近ち
か

ご

ろ
塞さ

い

の
上ほ
と
りの

人ひ
と

に
、
術じ
ゆ
つを

善よ

く
す
る
者も
の

有あ

り
。
馬う
ま

故ゆ
ゑ

無な

く
し
て
亡に

げ

て
胡こ

に
入い

る
。
人ひ
と

皆み
な

之こ
れ

を
弔と
む
らふ

。
其そ

の
父ほ

曰い

は
く
、「
此こ

れ
何な

遽ん

ぞ

福さ
い
はひ

と
為な

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。
居を

る
こ
と
数す
う

月げ
つ

、
其そ

の
馬う
ま

胡こ

の
駿
し
ゆ
ん

馬め

を
将ひ
き

ゐ
て
帰か
へ

る
。
人ひ
と

皆み
な

之こ
れ

を
賀が

す
。
其そ

の
父ほ

曰い

は
く
、「
此こ

れ
何な

遽ん

ぞ
能よ

く
禍わ
ざ
はひ

と
為な

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。
家い
へ

良り
や

馬う
ば

に
富と

む
。
其そ

の

子こ

騎き

を
好こ
の

み
、
堕お

ち
て
其そ

の
髀ひ

を
折を

る
。
人ひ
と

皆み
な

之こ
れ

を
弔と
む
らふ

。
其そ

の
父ほ

曰い

は
く
、「
此こ

れ
何な

遽ん

ぞ
福さ
い
はひ

と
為な

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。
居を

る
こ
と

一い
ち

年ね
ん

、
胡こ

人ひ
と

大お
ほ

い
に
塞さ
い

に
入い

る
。
丁て
い

壮さ
う

の
者も
の

は
弦げ
ん

を
控ひ

き
て
戦た
た
かひ

、

塞さ
い

の
上ほ
と
りの

人ひ
と

、
死し

す
る
者も
の

十じ
ふ

に
九き
う

な
り
。
此こ

れ
独ひ
と

り
跛は

の
故ゆ
ゑ

を
以も

つ

て
、
父ふ

子し

相あ
ひ

保た
も

て
り
。
故ゆ
ゑ

に
福さ
い
はひ

の
禍わ
ざ
はひ

と
為な

り
、
禍わ
ざ
はひ

の
福さ
い
はひ

と

為な

る
は
、
化く
わ

極き
は

む
べ
か
ら
ず
、
深し
ん

測は
か

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

現
代
語
訳 

　そ
も
そ
も
不
幸
と
幸
福
と
が
入
れ
替
わ
り
互
い
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
そ
の
変
化
が
見

極
め
に
く
い
。
近
ご
ろ
辺
境
の
と
り
で
近
く
の
人
に
、
占
い
の
術
に
巧
み
な
者
が
い
た
。

（
あ
る
時
こ
の
人
の
）
馬
が
理
由
も
な
く
逃
げ
出
し
て
胡
の
領
地
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
人
々
は
み
な
こ
の
こ
と
を
気
の
毒
が
っ
て
お
見
舞
い
に
や
っ
て
き
た
。（
と
こ
ろ

が
）
そ
の
老
人
が
言
う
こ
と
に
は
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う
し
て
幸
福
（
の
き
っ
か
け
）
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。」
と
。
数
か
月
た
っ
て
、
そ
の
馬
が
胡
の
駿
馬
を

引
き
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
人
々
は
み
な
お
祝
い
を
言
っ
た
。（
と
こ
ろ
が
）
そ
の
老
人

が
言
っ
た
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う
し
て
不
幸
（
の
き
っ
か
け
）
に
な
り
得
な
い
だ
ろ
う

か
。」
と
。（
老
人
の
）
家
は
良
い
馬
を
た
く
さ
ん
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
息
子
は
乗

馬
が
好
き
だ
っ
た
が
、
落
馬
し
て
腿
の
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
々
は
み
な
こ
の
こ
と

を
お
見
舞
い
に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
老
人
は
言
っ
た
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う
し
て
幸
福

（
の
き
っ
か
け
）
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。」
と
。
一
年
た
っ
て
、
胡
の
人

が
大
挙
し
て
と
り
で
の
中
に
攻
め
込
ん
で
き
た
。
健
康
な
働
き
盛
り
の
男
た
ち
は
弓
を
引

い
て
戦
い
、
と
り
で
近
く
の
人
た
ち
で
、
戦
死
し
た
者
が
十
人
中
九
人
に
及
ん
だ
。
た
だ

こ
の
（
老
人
の
家
の
）
息
子
だ
け
は
足
が
不
自
由
で
あ
っ
た
の
で
、
親
子
共
々
生
き
延
び

た
。
だ
か
ら
幸
福
が
不
幸
に
転
じ
、
不
幸
が
幸
福
に
転
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
変
化
を
知
り

尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
道
理
の
奥
深
さ
を
測
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

叙
述
と
注
解
／
学
習
の
ポ
イ
ン
ト 

　
　
・ 

夫
〜

　そ
も
そ
も
〜

　〈提
示
〉

　い
わ
ゆ
る
発
語
の
語
で
あ
る
。

・ 

何
遽
〜
乎

　ど
う
し
て
〜
だ
ろ
う
か
（
い
や
、

〜
な
い
）〈
反
語
〉

句
法
の
ま
と
め

・
独

　た
だ
〜
だ
け
〈
限
定
・
強
意
〉

・
不
レ

可
〜

　〜
で
き
な
い
〈
不
可
能
〉

　
　

【
一
六
〇
ペ
ー
ジ
】

夫

　文
頭
に
あ
っ
て
、
以
下
の
語
を
導
く
。
い
わ
ゆ

る
発
語
の
役
を
果
た
す
。
そ
も
そ
も
、
お
よ
そ
、
な

1

発
問
例
／
脚
問
の
解
答
例 

【
一
六
〇

－

一
六
一
ペ
ー
ジ
】

「
善
術
者
」
の
親
子
が
と
も
に
命
を
落
と

さ
ず
に
す
ん
だ
理
由
を
答
え
よ
。

・
父
＝
老
人
で
あ
っ
た
た
め
。

・ 

子
＝
落
馬
の
た
め
に
腿
の
骨
を
折
り
、

発答

訓

　読 

仮（101）
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ど
と
訳
す
。

転
而
相
生

　こ
の
場
合
「
転
」
は
、（
そ
の
位
置

が
）
入
れ
替
わ
る
意
で
あ
る
。
一
つ
の
事
象
か
ら
派

生
す
る
異
な
っ
た
面
（
こ
こ
で
は
「
禍
福
」）
が
、

時
に
応
じ
て
姿
を
入
れ
替
え
て
現
れ
る
こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
。「
相
生
」
と
は
、
互
い
に
生
み
出
す
、

と
い
う
意
味
。「
五
行
相
生
」
説
（
木
は
火
を
、
火

は
土
を
、
土
は
金
を
、
金
は
水
を
、
水
は
木
を
生
ず

る
）
の
「
相
生
」
と
同
じ
意
味
。

難
見

　「難
」
は
、
後
に
動
詞
句
を
と
も
な
い
「
〜

し
に
く
い
」
の
意
を
表
す
。
語
感
と
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど
不
可
能
、
の
意
に
な
る
。

近

　時
間
的
に
離
れ
て
い
な
い
よ
う
す
を
表
す
。

「
ち
か
ク
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。
こ
の
「
近
」
を
含

む
「
近
塞
上
之
人
」
は
、
書
き
下
し
の
仕
方
と
し
て

こ
の
他
に
、「
塞
上
に
近
き
の
人
に
」
も
可
能
。
し

か
し
、「
塞
上
」
は
、
塞
の
近
く
（
そ
ば
）
に
、
の

意
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
近
」
を
距
離
的
に
離
れ
て

い
な
い
こ
と
と
し
て
取
る
必
然
性
は
あ
る
ま
い
。

塞
上
之
人

　こ
こ
で
言
う
「
塞
」
は
、
対
異
民
族
戦

用
に
築
か
れ
た
砦と
り
で、

の
意
。
砦
は
同
時
に
、
そ
れ
が

築
か
れ
る
国
境
近
辺
や
、
辺
境
地
域
を
さ
す
。「
塞

外
」
と
言
え
ば
、
国
境
の
外
、
の
意
味
に
な
る
。

「
上
」
は
、
近
く
、
ほ
と
り
、
そ
ば
、
の
意
。

善
術

　「善
」
は
、「
よ
ク
ス
」
と
読
み
、
巧
み
で
あ

11112

る
、
の
意
。「
術
」
と
は
、
現
在
で
は
技
芸
一
般
を

表
す
が
、
こ
こ
で
は
、
暦
数
や
卜
筮
・
占
星
な
ど
の

術
数
を
さ
し
て
い
る
。
訳
語
と
し
て
は
、
占
い
の
術

に
巧
み
、
ぐ
ら
い
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

亡

　「逃
亡
」
の
「
亡
」
と
同
様
、
逃
げ
る
、
の
意
。

胡

　北
方
や
西
方
の
異
民
族
、
ま
た
は
そ
の
地
域
の

総
称
。
時
代
に
よ
っ
て
さ
し
示
す
民
族
は
異
な
る
。

『
淮
南
子
』
が
書
か
れ
た
前
漢
で
は
、
匈
奴
を
さ
す

こ
と
が
一
般
的
。
ま
た
唐
の
時
代
に
は
、
ペ
ル
シ
ア

な
ど
の
西
域
人
を
さ
す
の
に
用
い
ら
れ
た
。

弔

　本
来
は
、
死
者
を
悼
ん
だ
り
、
死
者
の
身
内
に

お
悔
や
み
を
言
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、

同
情
す
る
、
お
見
舞
い
を
す
る
、
の
意
。

父

　読
み
は
「
ホ
」。
目
上
の
男
性
に
対
す
る
称
。

こ
こ
で
は
「
老
人
」
と
訳
し
た
。

何
遽
〜
乎

　「何
遽
」
は
二
文
字
で
「
な
ん
ゾ
」
と

読
む
。
句
末
の
助
字
「
乎
」
と
呼
応
し
て
疑
問
・
反

語
形
を
作
る
。
疑
問
で
あ
る
か
反
語
で
あ
る
か
の
区

別
は
、
基
本
的
に
文
脈
に
沿
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
単
純
に
反
語
形
で
あ
る
と
指
摘
す
る
だ
け

で
は
読
解
力
は
深
ま
ら
な
い
。
こ
の
「
何
遽
〜
乎
」

ば
か
り
で
は
な
く
、
疑
問
の
助
字
や
疑
問
代
名
詞
・

疑
問
副
詞
な
ど
は
、
疑
問
か
反
語
か
詠
嘆
か
と
い
う

区
別
が
、
形
式
上
か
ら
は
し
に
く
い
。
本
来
、
疑
問

と
は
事
物
を
単
純
に
受
け
入
れ
ず
に
疑
念
を
抱
く
行

22333

片
足
が
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
。

「（
人
間
万
事
）
塞
翁
が
馬
」
と
同
じ
意
味

の
慣
用
句
を
答
え
よ
。

禍
福
は
糾
（
あ
ざ
な
）
え
る
縄
の
ご
と
し

【
一
六
〇
ペ
ー
ジ
】

「
転
而
相
生
」（
一
六
〇
・
１
）
と
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
か
。

禍
が
福
を
生
み
出
し
、
福
が
禍
を
生
み
出

し
、
次
々
と
入
れ
替
わ
る
こ
と
。

「
何
遽
」（
一
六
〇
・
３
）
の
意
味
を
漢
和

辞
典
で
調
べ
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

「
ど
う
し
て
〜
す
る
の
か
」（
疑
問
・
反

語
）。

教
科
書
本
文
は
「
何
遽
〜
乎
（
な
ん
ゾ
〜

や
）」
と
疑
問
の
助
字
が
加
わ
っ
た
形
と

な
っ
て
い
る
。「
な
ん
ゾ
」
と
読
ん
で
疑

問
・
反
語
を
表
す
語
は
多
く
、「
何
・

胡
・
奚
・
曷
・
寧
・
庸
」
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
語
と
と
も
に
、「
乎
・

也
・
哉
・
邪
・
耶
・
与
・
夫
・
歟
」
な
ど

疑
問
の
助
字
を
文
末
に
用
い
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
理
解
さ
せ
た
い
。

発答発答発答
解
説

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

漢文教材の本文には、すべて総ルビ付きの訓読を示しました。

総ルビ付き訓読 ◎
総
ル
ビ
付
き
訓
読
／
現
代
語
訳（
漢
文
）／
叙
述
と
注
解
／
発
問
例
／
脚
問
の
解
答
例

漢
文
教
材
に
は
、総
ル
ビ
を
付
し
た
書
き
下
し
文
と
、現
代
語
訳
を
掲
載
し
ま
し
た
。

古
典
は
文
脈
に
即
し
た
語
句
の
意
味
を
示
し
ま
し
た
。古
典
文
法
や
漢
文
句
法
に
関
す
る
こ
と
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

指
導
書

35 34



「
世
界
」
と
い
う
言
葉
（
第
６
章
「
魔
術
化
す
る
科
学
技
術
」
発
展
テ
ス
ト
） 

若
林
幹
夫

【
一
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
（
問
題
文
に
は
一
部
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）。（
50
点
）

タ
サ
ダ
イ
族
の
人
び
と
に
と
っ
て
、「
世
界
」
は
彼
ら
が
暮
ら
す
森
を
中
心
と
す
る
狭
い
ハ
ン
イ
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
「
自
分
た
ち
の
狭
い

土
地
の
向
こ
う
に
あ
る
世
界
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
好
奇
心
は
も
っ
て
い
な
い
」。
彼
ら
の
住
む
場
所
か
ら
四
〇
マ
イ
ル
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
に

セ
レ
ベ
ス
海
や
セ
ブ
湖
が
あ
る
の
に
、
彼
ら
の
言
語
に
海
や
湖
を
意
味
す
る
言
葉
が
な
い
の
は
、
タ
サ
ダ
イ
族
に
と
っ
て
の
「
世
界
」
が
彼
ら
の
生

活
の
本
拠
地
の
近
傍
で
ほ
と
ん
ど
閉
じ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
外
側
の
空
間
は
社
会
的
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
に
等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
中
略
）

現
在
の
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
世
界
図
」
は
、
地
理
的
知
識
の
欠
如
や
自エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム

民
族
中
心
主
義
、
ド
グ
マ
化
し
た
宗
教
的
信
念
等
か
ら
来

る
、〝
誤
っ
た
〞
世
界
観
を
反
映
し
た
「
誤
っ
た
地
図
」
で
し
か
な
い
。

だ
が
、
こ
こ
で
論
じ
た
い
の
は
こ
れ
ら
の
地
図
が
「
誤
っ
た
地
図
」
か
「
正
し
い
地
図
」
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。（「
誤
り
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
言
え
ば
、
一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
の
地
図
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
地
図
と
同
様
の
こ
と
は
あ
る
程
度
ま
で
指
摘
で
き
る
。）
ま

た
、
こ
れ
ら
の
地
図
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
世
界
観
や
宇
宙
観
を
示
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
こ

こ
で
考
え
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
地
図
が
そ
の
「
で
っ
ち
あ
げ
」
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
「
世
界
の
拡
張
」
と
、
そ
れ
に
よ
る
「
世
界
」
概
念
の
転
換

で
あ
る
。

今
日
の
私
た
ち
の
地
図
に
お
い
て
は
、
地
図
の
上
に
記
さ
れ
た
記
号
は
す
べ
て
、
地
球
表
面
上
や
そ
こ
で
の
人
間
の
諸
活
動
に
言
及
す
べ
き
対
象
を

も
っ
て
お
り
、
地
図
に
示
さ
れ
た
概
念
や
イ
メ
ー
ジ
は
、
世
界
の
側
に
言
及
す
る
対
象
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
世
界
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
」
と
し

て
の
有
効
性
を
保
証
さ
れ
て
い
る
。
国
境
や
市
境
の
よ
う
に
地
上
に
具
体
的
な
「
線
」
を
も
た
な
い
も
の
で
も
、
そ
れ
ら
は
国
家
や
自
治
体
と
い
っ
た

社
会
制
度
の
う
ち
に
言
及
の
対
象
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
私
た
ち
の
地
図
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
的
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ビ

ロ
ニ
ア
の
世
界
図
や
中
華
帝
国
の
世
界
像
、
ヘ
リ
フ
ォ
ー
ド
図
に
は
、
地
上
に
直
接
の
言
及
の
対
象
を
も
た
な
い
イ
メ
ー
ジ
や
概
念
が
描
き
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
文
字
通
り
想
像
的
な
水
準
で
世
界
が
概
念
化
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
世
界
像
に
関
す
る
こ
の
「
想
像
的
（
＝
創
造
的
）
な
で
っ
ち
あ
げ
」
に
よ
っ
て
、
地
図
的
な
空
間
が
、
そ
の
地
図
を
作
製
し
た
人

間
の
集
団
が
直
接
知
っ
て
い
る
領
域
を
超
え
て
拡
張
さ
れ
、
そ
の
拡
張
さ
れ
た
領
域
が
想
像
的
な
概
念
や
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
、
構
造
化

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
地
図
で
は
、
地
図
が
可
視
化
す
る
「
世
界
」
の
広
が
り
が
拡
張
さ
れ
、
そ
の
拡
張
さ
れ
た
領

域
が
「
意
味
と
し
て
の
空
間
」
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
図
的
空
間
は
つ
ね
に
身
体
的
に
了
解
さ
れ
る
空
間
に
対
す
る
超
越
性
や
想
像
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
世
界
の
領
域
が
、「
い
ま
・
こ
こ
」

に
お
い
て
直
接
に
経
験
で
き
な
い
領
域
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
だ
か
つ
て
当
該
の
人
間
集
団
の
メ
ン
バ
ー
の
だ
れ
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
領
域
に
ま

で
想
像
的
に
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
想
像
的
な
領
域
を
も
ふ
く
ん
だ
超
越
的
な

│
す
な
わ
ち
直
接
経
験
不
可
能
な

│
全
域
と
し
て
、
世

界
が
了
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
経
験
可
能
な
領
域
を
越
え
た
超
越
的
か
つ
想
像
的
な
全
域
と
し
て
表
現
さ
れ
、
了
解
さ
れ
る
も
の
が
「
世
界
」
な
の
だ
。

こ
こ
で
は
世
界
の
地
図
的
な
了
解
を
支
え
る
想
像
力
は
、
既
知
の
領
域
の
全
域
を
図
像
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
既
知
の
領
域
を
越
え
て
、
世
界
内
の
未

知
の
領
域
を
あ
た
か
も
既
知
の
領
域
で
あ
る
か
の
ご
と
く
テ
ク
ス
ト
化
し
言
説
化
す
べ
く
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
想
像
力
に
よ

っ
て
世
界
の
全
域
的
な
像
が
既
知
の
領
域
を
越
え
て
拡
張
さ
れ
る
こ
と
を
、「
世
界
の
想
像
的
拡
張
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

世
界
の
想
像
的
拡
張
の
理
由
を
、
そ
れ
ら
の
社
会
に
お
け
る
地
理
的
知
識
の
欠
如
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
タ
サ
ダ
イ
族
の
例
が
示
す
よ

う
に
、
地
理
的
知
識
の
欠
如
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
想
像
的
な
代
補
を
直
接
に
は
結
果
し
な
い
か
ら
だ
。
世
界
の
想
像
的
な
概
念
化
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
示

す
の
は
、
そ
う
し
た
知
識
の
欠
如
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
界
の
「
全
体
」
を
自
ら
の
掌
中
に
収
め
、
そ
の
よ
う
な
全
体
の
な
か
に
自
ら
の
存
在
を
位
置
づ

け
、
了
解
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
意
志
、
あ
る
い
は
欲
望
の
存
在
で
あ
る
。

地
図
的
空
間
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
あ
る
社
会
の
成
員
が
彼
ら
の
生
き
る
世
界
の
空
間
的
形
態
に
関
す
る
共
通
の
土
台
を
、
超
越
的
か
つ
想
像
的
な

水
準
で
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
想
像
的
拡
張
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
共
通
の
土
台
の
「
過
剰
」
と
で
も
言
う
べ
き
拡
張
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
世
界
の
像
が
、
そ
の
よ
う
な
世
界
図
を
作
製
し
た
人
々
の
知
識
に
対
し
て
過
剰
な
内
容
と
広
が
り
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
拡
張
さ
れ
て

お
り
、
　

 

Ａ 

　そ
の
社
会
に
お
け
る
人
び
と
の
行
為
や
関
係
が
織
り
成
す
社
会
的
協
働
連
関
と
、
そ
こ
で
の
人
び
と
の
経
験
に
対
し
て
過
剰
な
世
界

が
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
、
言
説
化
さ
れ
て
い
る
。

　Ｂ

　、
こ
れ
ら
の
社
会
に
お
い
て
世
界
地
図
の
作
製
は
、
人
び
と
に
と
っ
て
の
世
界
了
解
の
共
通
の

土
台
を
、
そ
の
よ
う
な
過
剰
さ
を
内
包
し
た
全
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
概
念
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
の
だ
。

世
界
地
図
が
内
包
す
る
こ
の
過
剰
さ
は
、
人
間
と
世
界
と
の
間
の
次
の
よ
う
な
関
係
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第

一
に
、
そ
こ
で
は
世
界
は
「
わ
れ
わ
れ
」
が
直
接
知
り
、
経
験
し
、
情
報
を
得
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
部
分
を
ふ
く
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ

て
い
る
。（
こ
こ
で
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
の
は
、
地
図
を
作
製
す
る
社
会
の
成
員
の
こ
と
だ
。）
だ
が
、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
「
未
知
の
領
域
」
は

「
わ
れ
わ
れ
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、「
わ
れ
わ
れ
」
の
前
に
「
世
界
」
と
い
う
空
間
の
全
体
が
十

全
に
示
さ
れ
、「
わ
れ
わ
れ
」
は
世
界
の
な
か
に
安
定
し
た
場
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
世
界
を
知
る
こ
と
へ
の
「
意
志
」
や
「
欲
望
」
も

現代の国語 発展─「世界」という言葉（１）

ⓐ

①

ⓑ

ⓒ

⑤

②

③

④

ⓓ

仮（1）

筑摩書房

現
代
の
国
語

　
標
準
テ
ス
ト
問
題
集

 

P.

　
1

×1

263.0

370.0
現代の国語　標準──魔術化する科学技術（1）

第

章
6

魔
術
化
す
る
科
学
技
術
（
標
準
テ
ス
ト
）

【
一
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
50
点
）

　道
具
や
機
械
、
技
術
は
科
学
的
な
知
識
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
予
測
可
能
性
と
操
作
可
能
性
を
高
め
て
き
た
。

　そ
も
そ
も
科
学
と
結
び
つ
く
以
前
か
ら
、
道
具
も
機
械
も
技
術
も
、
一
定
程
度
の
確
実
な
結
果
や
効
果
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

は
、
世
界
を
予
測
可
能
で
操
作
可
能
な
も
の
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。
一
定
の
使
い
方
を
す
れ
ば
誰
で
も
が
利
用
で
き
、
一
定
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
が
、

道
具
や
機
械
や
技
術
の
本
質
な
の
だ
。
あ
る
目
的
に
対
し
て
、
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を
少
な
く
し
、
効
率
を
よ
り
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
道
具
や
機
械

や
技
術
は
「
合
理
的
」
で
あ
る
。
そ
し
て
過
去
二
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
道
具
や
機
械
や
技
術
は
科
学
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
こ
の
合
理
性
を
高
め

て
き
た
の
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
原
始
や
古
代
の
人
類
に
と
っ
て
、
世
界
は
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
不
透
明
さ
と
、
魔
物
や
セ
イ
レ
イ
が
跳
梁
跋
扈
す
る
不
気
味
さ
に
満

ち
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
こ
で
は
、
そ
の
不
透
明
さ
と
不
気
味
さ
を
消
し
去
る
術
、
す
な
わ
ち
技
術
と
し
て
の
呪
術
や
魔
術
、
宗
教
が
必

要
と
さ
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
呪
術
も
魔
術
も
宗
教
も
、
近
代
科
学
技
術
の
側
か
ら
見
て
そ
れ
ら
が
い
か
に
不
透
明
で
不
気
味
な
も
の
に
見
え
よ
う
と
も
、

そ
れ
ら
に
固
有
の
透
明
さ
と
理
解
可
能
性
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
技
術
や
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
科
学
的
知
識
を
蓄
積
し
、
道
具
や
機
械
と
そ

れ
ら
を
使
い
こ
な
す
合
理
的
思
考
を
も
つ
現
代
人
に
と
っ
て
の
世
界
は
、
呪
術
や
魔
術
、
宗
教
が
も
た
ら
す
透
明
さ
と
理
解
可
能
性
を
〝
誤
っ
た
透
明

さ
〞、
つ
ま
り
誤
謬
と
し
て
退
け
、
理
論
的
な
仮
説
と
実
証
に
も
と
づ
く
別
種
の
透
明
な
理
解
可
能
性
と
操
作
可
能
性
で
置
き
換
え
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。　だ

が
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う
意
味
で
の
「
不
気
味
さ
」
は
、
こ
う
し
た
「
合
理
性
」
を
も
つ
科
学
技
術
が
、
そ
の
合
理
性
の
追
求
を
通
じ
て

さ
ら
に
新
た
な
予
測
不
可
能
性
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
科
学
に
も
と
づ
く
技
術
の
中
に
も
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
科
学
に
は
あ

ら
か
じ
め
予
想
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
今
の
と
こ
ろ
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
不
透
明
な
領
域
が
あ
り
、
科
学
技
術
の
発
展
と
高
度
化

は
、
そ
の
ほ
の
暗
い
領
域
を
拡
大
さ
せ
て
ゆ
く
。
私
た
ち
の
社
会
は
科
学
技
術
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
ど
ん
な
社
会
よ
り
も
明
晰
で
透
明
な
理
解
可
能

性
を
手
に
入
れ
た
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
ど
ん
な
社
会
よ
り
も
巨
大
で
強
力
な
力
と
と
も
に

あ
る
不
透
明
で
理
解
不
可
能
な
領
域
を
抱
え
込
ん
だ
の
だ
。

　そ
う
だ
と
す
れ
ば
私
た
ち
は
、
原
始
や
古
代
の
人
び
と
に
比
べ
て
透
明
な
理
解
可
能
性
を
手
に
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
く
な
る
。
操
作
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
向
上
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
単
純
な
道
具
を
使
う
技
術
は
原
始
や
古
代
の
人
び
と
に
劣
る
か
も
し
れ
な

い
が
│
│
石
器
の
使
用
法
に
つ
い
て
な
ら
な
お
さ
ら
だ
│
│
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
私
た
ち
は
数
多
く
の
道
具
や
機
械
や
装
置
を
使
い
こ
な
し
、
そ

の
便
利
さ
を
享
受
し
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
う
し
た
道
具
や
機
械
や
装
置
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
を
、
私
た
ち

の
多
く
は
理
解
し
て
い
な
い
。
科
学
技
術
の
発
展
と
社
会
へ
の
応
用
、
浸
透
は
、「

Ａ

」
を
増
大
さ
せ
る
。
通
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
私
た
ち
は

こ
の
「
わ
か
ら
な
さ
」
の
領
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
普
通
な
い
。
だ
が
、
い
っ
た
ん
そ
こ
に
目
を
向
け
る
な
ら
、
現
代
の
社
会
が
個
々
の
人
び
と
に

と
っ
て
は
見
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
不
透
明
さ
を
も
っ
た
科
学
と
技
術
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
世
界
を
透
明
で
合
理
的
な
ま
な

ざ
し
の
下
に
理
解
し
、
操
作
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
科
学
と
技
術
は
、
専
門
家
で
は
な
い
個
々
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
だ
け
れ
ど
も
役
に
立
つ
、

ま
る
で
魔
術
の
よ
う
な
領
域
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
不
透
明
さ
の
中
で
、
そ
も
そ
も
は
「
仮
説
」、
つ
ま
り
「
仮
の
説
明
」
に
す
ぎ
ず
、
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
「

Ｂ

」
を
カ
ン
ジ
ュ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
科
学
と
そ
の
応
用
で
あ
る
技
術
が
、
来
る
べ
き
将
来
に
は
い
ず
れ
す
べ
て
を
説
明
し
、
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
究
極
の
真
理
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
た
り
、
語
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
科
学
に
よ
っ
て
何
で
も
わ
か
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
、
技
術
に
よ
っ
て
何
で
も
解
決
で
き
る
と
考
え
る
と
き
、
人
は
、
科
学
が
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
わ
か
ら
な
さ
」
に
耐

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、「
何
で
も
わ
か
り
、
何
で
も
解
決
で
き
る
。」
と
い
う
魔
術
や
神
話
の
よ
う
な
力
を
科
学
や
技
術
の
中
に
見
出
だ
そ
う

と
す
る
の
だ
。
そ
う
、
現
代
の
社
会
で
科
学
は
魔
術
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

問
一

　傍
線
部
ⓐ
〜
ⓔ
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
改
め
、
漢
字
に
は
読
み
を
記
し
な
さ
い
。（
各
２
点
）
知
技

問
二

　傍
線
部
①
の
語
句
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。（
４
点
）
知
技

問
三

　傍
線
部
②
は
何
を
さ
し
て
い
る
か
。
一
〇
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。（
４
点
）
思
判
表

問
四

　傍
線
部
③
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
六
〇
字
以
内
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。（
８
点
）
思
判
表

問
五

　空
欄
Ａ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
６
点
）
思
判
表

ア

　便
利
だ
が
理
解
で
き
な
い
領
域

イ

　享
受
し
て
い
る
が
便
利
さ
を
感
じ
な
い
領
域

ウ

　合
理
的
だ
が
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
あ
る
領
域

エ

　操
作
可
能
性
が
向
上
し
な
が
ら
も
理
解
で
き
な
い
領
域

問
六

　傍
線
部
④
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最
も
適
当
な
説
明
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
６
点
）
思
判
表

ア

　

 

一
般
の
人
々
は
機
械
や
装
置
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
み
く
も
に
科
学
を
信
用
す
る
こ
と
で
、
享

受
す
る
範
囲
を
広
げ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
。

イ

　

 

専
門
家
が
開
発
し
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
便
利
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
に
感
謝
す
る
こ
と
な
く
科
学
技
術
を
享
受
し
て
い
る
、
と

①

ⓐ

②

ⓑ

ⓒ

③

ⓓ

④

ⓔ

⑤

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

教科書の文章を利用した問題です。

原
寸
は
B
4
サ
イ
ズ

標準問題 ◎
評
価
問
題
定
期
考
査
用
の
テ
ス
ト
問
題
例
を
、「
基
本
」「
標
準
」と「
発
展
」の
三
種
類
、用
意
し
ま
し
た
。

※
テ
ス
ト
問
題
例
は
デ
ー
タ（
P
D
F
・
W
O
R
D
・一
太
郎
）の
み
の
提
供
で
す
。

教
科
書
の
教
材
や
作
者
に
関
連
し
た
文
章
を
利
用
し
た
問
題
。

古
典
教
材
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

発
展
問
題

観点別評価に対応したアイコンを各問いに付しました。

標準問題

指
導
書

37 36



現代の国語　小テスト　魔術化する科学技術（１）

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

年

　
　
　
組

　
　
　
番
号

　
名
前

／40

一 

傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。（
１
点
×
10
）

①
真
偽
を
確
か
め
る
。 
﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

②
日
本
の
海
域
。 

﹇ 
　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

③
未
踏
の
土
地
。 

﹇ 
　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

④
超
自
然
的
な
呪
術
的
思
考 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑤
機
械
を
操
作
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑥
知
識
を
蓄
積
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑦
障
害
物
を
退
け
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑧
未
知
の
領
域
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑨
利
便
性
を
享
受
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑩
苦
難
に
耐
え
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

二 

傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。（
１
点
×
10
）

①
父
親
か
ら
の
イ
デ
ン
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

②
判
断
を
ホ
リ
ュ
ウ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

③
意
志
を
ツ
ラ
ヌ
く
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

④
キ
リ
ス
ト
教
を
シ
ン
コ
ウ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑤
マ
ジ
ュ
ツ
を
見
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑥
ゴ
ウ
リ
的
に
考
え
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑦
キ
ソ
を
固
め
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑧
複
雑
な
ソ
ウ
チ
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑨
社
会
の
ハ
ッ
テ
ン
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑩
苦
言
を
カ
ン
ジ
ュ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

三 

次
の
語
句
の
意
味
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。（
２
点
×
10
）

①
法
則 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
事
物
の
間
に
成
立
す
る
普
遍
的
関
係
。

イ

　
世
間
で
通
用
す
る
決
ま
り
事
。

ウ

　
世
の
中
の
常
識
的
な
思
考
。

②
明
証 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
誰
の
目
か
ら
見
て
も
間
違
い
の
な
い
こ
と
。

イ

　
ど
ん
な
時
に
も
証
明
と
な
る
も
の
。

ウ

　
絶
対
に
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
確
実
性
。

③
真
理 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
誰
が
考
え
て
も
解
答
が
正
し
い
こ
と
。

イ

　
普
遍
的
に
変
わ
ら
な
い
正
し
い
物
事
の
筋
道
。

ウ

　
誰
が
や
っ
て
も
間
違
い
が
な
い
こ
と
。

④
効
率 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
使
っ
た
資
本
と
得
ら
れ
た
労
力
の
割
合
。

イ

　
道
理
に
か
な
っ
た
こ
と
。

ウ

　

 

使
っ
た
労
力
に
対
す
る
、
得
ら
れ
た
成
果
の
割

合
。

⑤
合
理
的 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
道
徳
や
倫
理
に
か
な
っ
て
い
る
さ
ま
。

イ

　
む
だ
な
く
能
率
的
で
あ
る
さ
ま
。

ウ

　
が
ん
ば
っ
て
努
力
し
て
い
る
さ
ま
。

⑥
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
。

イ

　
考
え
も
し
な
い
。

ウ

　
真
実
を
知
ら
な
い
。

⑦
跳
梁
跋
扈 
﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
邪
魔
者
が
小
細
工
を
す
る
こ
と
。

イ

　
悪
者
が
勝
手
な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
。

ウ

　
悪
者
が
徒
党
を
組
ん
で
暴
れ
出
す
こ
と
。

⑧
抱
え
込
む 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
重
要
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

イ

　
た
く
さ
ん
押
し
つ
け
ら
れ
る
。

ウ

　
負
担
に
な
る
も
の
を
引
き
受
け
る
。

⑨
い
っ
た
ん 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
一
回
。

イ

　
わ
ざ
わ
ざ
。

ウ

　
ひ
と
た
び
。

⑩
来
る
べ
き 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
近
い
う
ち
に
く
る
は
ず
の
。

イ

　
来
る
約
束
を
す
る
。

ウ

　
必
要
に
感
じ
る
。

現代の国語　小テスト　魔術化する科学技術（１）

魔
術
化
す
る
科
学
技
術

年

　
　
　
組

　
　
　
番
号

　
名
前

／40

一 

傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。（
１
点
×
10
）

①
真
偽
を
確
か
め
る
。 
﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

②
日
本
の
海
域
。 

﹇ 
　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

③
未
踏
の
土
地
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

④
超
自
然
的
な
呪
術
的
思
考 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑤
機
械
を
操
作
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑥
知
識
を
蓄
積
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑦
障
害
物
を
退
け
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑧
未
知
の
領
域
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑨
利
便
性
を
享
受
す
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

⑩
苦
難
に
耐
え
る
。 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
﹈

二 

傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。（
１
点
×
10
）

①
父
親
か
ら
の
イ
デ
ン
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

②
判
断
を
ホ
リ
ュ
ウ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

③
意
志
を
ツ
ラ
ヌ
く
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

④
キ
リ
ス
ト
教
を
シ
ン
コ
ウ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑤
マ
ジ
ュ
ツ
を
見
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑥
ゴ
ウ
リ
的
に
考
え
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑦
キ
ソ
を
固
め
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑧
複
雑
な
ソ
ウ
チ
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑨
社
会
の
ハ
ッ
テ
ン
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

⑩
苦
言
を
カ
ン
ジ
ュ
す
る
。 

﹇

　
　
　
　
　
﹈

三 

次
の
語
句
の
意
味
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。（
２
点
×
10
）

①
法
則 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
事
物
の
間
に
成
立
す
る
普
遍
的
関
係
。

イ

　
世
間
で
通
用
す
る
決
ま
り
事
。

ウ

　
世
の
中
の
常
識
的
な
思
考
。

②
明
証 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
誰
の
目
か
ら
見
て
も
間
違
い
の
な
い
こ
と
。

イ

　
ど
ん
な
時
に
も
証
明
と
な
る
も
の
。

ウ

　
絶
対
に
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
確
実
性
。

③
真
理 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
誰
が
考
え
て
も
解
答
が
正
し
い
こ
と
。

イ

　
普
遍
的
に
変
わ
ら
な
い
正
し
い
物
事
の
筋
道
。

ウ

　
誰
が
や
っ
て
も
間
違
い
が
な
い
こ
と
。

④
効
率 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
使
っ
た
資
本
と
得
ら
れ
た
労
力
の
割
合
。

イ

　
道
理
に
か
な
っ
た
こ
と
。

ウ

　

 

使
っ
た
労
力
に
対
す
る
、
得
ら
れ
た
成
果
の
割

合
。

⑤
合
理
的 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
道
徳
や
倫
理
に
か
な
っ
て
い
る
さ
ま
。

イ

　
む
だ
な
く
能
率
的
で
あ
る
さ
ま
。

ウ

　
が
ん
ば
っ
て
努
力
し
て
い
る
さ
ま
。

⑥
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
。

イ

　
考
え
も
し
な
い
。

ウ

　
真
実
を
知
ら
な
い
。

⑦
跳
梁
跋
扈 
﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
邪
魔
者
が
小
細
工
を
す
る
こ
と
。

イ

　
悪
者
が
勝
手
な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
。

ウ

　
悪
者
が
徒
党
を
組
ん
で
暴
れ
出
す
こ
と
。

⑧
抱
え
込
む 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
重
要
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

イ

　
た
く
さ
ん
押
し
つ
け
ら
れ
る
。

ウ

　
負
担
に
な
る
も
の
を
引
き
受
け
る
。

⑨
い
っ
た
ん 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
一
回
。

イ

　
わ
ざ
わ
ざ
。

ウ

　
ひ
と
た
び
。

⑩
来
る
べ
き 

﹇

　
　
　
　
﹈

ア

　
近
い
う
ち
に
く
る
は
ず
の
。

イ

　
来
る
約
束
を
す
る
。

ウ

　
必
要
に
感
じ
る
。 魔魔

術術
化化
すす
るる
科科
学学
技技
術術  
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） 

●
要
旨
（
二
〇
〇
字
） 

                    

●
構
成
図 

            

●
評
価

１
．
書
き
方 

①
正
し
い
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

 
 

（
Ａ 

 

Ｂ 
 

Ｃ
） 

②
適
当
な
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
か
。 

 
 

（
Ａ 

 

Ｂ 
 

Ｃ
） 

③
字
数
制
限
の
九
割
以
上
は
書
か
れ
て
い
る
か
。（
Ａ 

 

Ｂ 
 

Ｃ
） 

２
．
ま
と
め
か
た 

① 

主
張
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
。 

 
 
 

（
Ａ 

 

Ｂ 
 

Ｃ
） 

② 

論
の
構
造
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
。 

 

（
Ａ 

 

Ｂ 
 

Ｃ
） 

 

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

漢字・語句／古語・古典文法／訓読・漢文句法などの確認用問題プリントです。

小テスト問題集 ◎
プ
リ
ン
ト
集
授
業
前
に
利
用
で
き
る「
小
テ
ス
ト
」や
、授
業
後
に
利
用
で
き
る「
要
約
プ
リ
ン
ト
」を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

※
P
D
F
・
W
O
R
D
・一
太
郎
デ
ー
タ
で
の
ご
提
供
で
す
。

要
約
プ
リ
ン
ト

授
業
終
了
時
に
提
出
さ
せ
る
プ
リ
ン
ト
で
す
。原
稿
用
紙
に
要
約
を
、

枠
内
に
は
構
成
図
を
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

評価

自己評価ができるチェックリストが
入っています。

指
導
書
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

指
導
書
付
属
C
D
︱
R
O
M
を
通
し
て
、各
種
指
導
資
料
、

教
科
書
紙
面
P
D
F
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

漢
文
編
集
シ
ス
テ
ム
で
、漢
文
の
問
題
作
成
も
手
軽
に
で
き
ま
す
。

「重要語ワークシート」
予習や自学自習に便利。

「課題用ワークシート」
言語活動の課題に適宜ご用意しました。

「図解穴埋めシート」
（『ちくま 現代の国語』『現代の国語 改訂版』
『論理国語 改訂版』）
構成がコンパクトにまとまっています。

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料
／

漢
文
編
集
シ
ス
テ
ム

W
ord

で
漢
文
を

編
集
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「実践」用ワークシート
（「現代の国語」「言語文化」）
アクティブ・ラーニングの実践に最適。

漢
文
編
集
シ
ス
テ
ム（「
言
語
文
化
」）

指
導
書
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

古典教材の本文スライド・データ

古文は、本文と現代語訳のスライド・データを
ご用意しました。

漢文は、本文・書き下し文・現代語訳の
スライド・データをご用意しました。

「相互評価シート」
発表や創作など、相互評価や
自己評価が適当な活動に
適宜ご用意しました。

「ルーブリック評価」
教材ごとに、言語活動を
どのような視点で評価するかを
まとめました。

「観点別評価例」
教材ごとに、「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」の評価ポイントをまとめました。

指
導
書
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

漢字や語句などの課題を教材ごとに付しました。

準
拠
課
題
ノ
ー
ト
の
ご
案
内

生
徒
の
自
学
自
習
に
役
立
ち
ま
す
。

Ｂ
５
判
の
書
き
込
み
式
準
拠
ノ
ー
ト
で
す
。

予
習
・
復
習
や
、授
業
で
は
扱
え
な
か
っ
た
教
材
の
自
習
な
ど
に
便
利
で
す
。

※
指
導
書
付
属
C
D
―
R
O
M
内
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料
」に
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

「羅生門」（芥川龍之介）の準拠課題ノート

教材の舞台・背景や段落の要旨などをまとめる課題です。

教材読解のポイントを課題形式でまとめました。

課
題
ノ
ー
ト
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◆
第
14
章
◆

　羅
生
門

▼
漢
字
と
語
句
の
確
認

１
①
は

　②
こ
ん

　③
ぬ
す
び
と

　④
す
い
び

　⑤
う

　⑥
う
れ

　⑦
に
ご

　⑧
む
ぞ
う
さ

　⑨
ご
へ
い
⑩
ふ
さ

　⑪
の
の
し

　⑫
は
が
ね

　⑬
の
ど
⑭
ぶ
べ
つ

　⑮
あ
ざ
け
る

　⑯
地
震

　⑰
砕

　⑱
遅

　⑲
暇

　⑳
模
様

　㉑
闇

　㉒
肯
定

　㉓
隅

　㉔
臭

　㉕
挿

　㉖
未
練

　㉗
股

　㉘
平
凡

　㉙
蛇

　㉚
蹴

２
①
ア

　②
ア

　③
ア

　④
イ

３
①
期
待
す
る

　②
非
凡

４
①
ま
だ
仕
事
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
失
敗
し
て
も

　大
目
に
見
て
ほ
し
い
。

　②
海
外
旅
行
中
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
紛
失
し
て
し
ま

　い
、途
方
に
暮
れ
る
。

▼
段
落
構
成
の
整
理

　①
暮
れ
方

　②
羅
生
門

　③
災
い

　④
盗
人

　

　⑤
飢
え
死
に

　⑥
松
の
木
片

　⑦
老
婆

　⑧
屍
骸

　⑨
恐
怖

　⑩
好
奇
心

　⑪
悪

　⑫
反
感

　

　⑬
飢
え
死
に

　⑭
あ
る
勇
気

　⑮
着
物

　⑯
梯
子

　⑰
黒
洞
々

▼
文
脈
と
文
意
の
整
理

１
①
京
都

　②
狐
狸

　③
盗
人

　④
死
人

　⑤
鴉

　

　⑥
蟋
蟀

２
下
人
は
七
段

教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

文法・古語などの課題を教材ごとに付しました。

 「児のそら寝」の準拠課題ノート

句法などの課題を教材ごとに付しました。

「朝三暮四」の準拠課題ノート

別冊解答つき。

課
題
ノ
ー
ト
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画面いっぱいに大きく見せるこ
とができる「全画面表示」など
があります。

表示

紙面に様 な々スタンプが
押せます。線や丸・四角な
どの図形を加えることが
できます。

書き込みなど、紙面に付加した情報は「保存」
することができます。

消す機能は、
4つの機能を
用意しました。

形

線色

色変更

線色

色変更

仮（215）

言語文化　2022供　見本本
近現代文 P. 215

筑摩書房 216.0
302.0

×4

215……〈現代文２〉 羅生門

51015

っ
た
の
で
あ
る
。

　その
代
わ
り
ま
た
鴉か

ら
すが
ど
こ
か
ら
か
、
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ
の
鴉

が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の

ま
わ
り
を
啼な

き
な
が
ら
、
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
。

殊
に
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
あ
か
く
な
る

時
に
は
、
そ
れ
が
胡ご

麻ま

を
ま
い
た
よ
う
に
、
は

っ
き
り
見
え
た
。
鴉
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上

に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
啄つ

い
ばみ
に
く
る
の
で
あ
る
。

│
│
も
っ
と
も
今
日
は
、
刻
限
が
遅
い
せ
い
か
、

一
羽
も
見
え
な
い
。
た
だ
、
所
々
、
崩
れ
か
か

っ
た
、
そ
う
し
て
そ
の
崩
れ
目
に
長
い
草
の
は

え
た
石
段
の
上
に
、
鴉
の
糞く

そ
が
、
点
々
と
白
く

こ
び
り
つ
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
下
人
は
七

段
あ
る
石
段
の
い
ち
ば
ん
上
の
段
に
、
洗
い
ざ

ら
し
た
紺
の
襖あ

お
の
尻
を
据
え
て
、
右
の
頰
に
で

き
た
、
大
き
な
に
き
び
を
気
に
し
な
が
ら
、
ぼ

11

12

7 

揉
烏
帽
子

　主
に
庶
民
が
用

い
た
柔
ら
か
く
作
っ
た
烏
帽

子
。
こ
こ
は
、
そ
れ
を
か
ぶ

っ
た
男
。

 

8 

辻
風

　
つ
む
じ
風
。

9 

洛
中

　
京
の
町
中
。
都
の
中
。

10 

旧
記

　古
い
記
録
。
鴨か
も
の

長ち
ょ
う

明め
い

の
『
方
丈
記
』
に
、
同
内

容
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

11 

鴟
尾

　宮
殿
な
ど
の
棟
の
両

端
に
取
り
付
け
る
鳥
ま
た
は

魚
の
尾
の
形
を
し
た
飾
り
。

 

12 

襖

　
「
狩か
り

衣ぎ
ぬ

」
に
裏
を
つ
け

た
も
の
。
庶
民
の
普
段
着
。

二
九
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

羅城門復元模型

仮（214）

言語文化　2022供　見本本
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　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
所
々
丹に

塗ぬ

り
の
剝
げ
た
、
大
き
な
円ま
る

柱ば
し
らに
、
蟋き
り
ぎ
り
す
蟀
が
一
匹
と
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く
大お
お
路じ

に
あ
る
以
上
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
も
、

雨
や
み
を
す
る
市い

ち
女め

笠が
さ
や
揉も
み
烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ

の
男
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ

じ
風か
ぜ
と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん
と
か
い
う

災
い
が
つ
づ
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら

く
中ち
ゅ
うの
さ
び
れ
方
は
一
通
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
る
と
、
仏

像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は

く
が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
ば
た
に
つ

み
重
ね
て
、
薪
の
料し

ろ
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門

の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ

い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗
人
が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人

を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
棄す

て
て
い
く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な

く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
ぶ
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

羅ら

生し
ょ
う
門も

ん 

芥あ
く

川た
が
わ
龍り

ゅ
之う

の
介す

け

link

1 

下
人

　
身
分
の
低
い
者
。

2 

羅
生
門

　平安
京
の
正
門
で
、

朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

楼
門
。
正
し
く
は
羅ら

じ
城ょ

う
門
。

３ 

丹
塗
り

　赤色
ま
た
は
朱
色

で
塗
る
こ
と
。

4 

蟋
蟀

　
現
在
の
コ
オ
ロ
ギ
。

5 

朱
雀
大
路

　平安
京
の
中
央

を
南
北
に
貫
通
す
る
大
路
。

6 

市
女
笠

　中央
が
高
く
縁
が

広
い
菅す

げ
笠が

さ
。
も
と
市
女
（
市

で
も
の
を
売
る
女
）
が
用
い

た
。
こ
こ
は
、
そ
れ
を
か
ぶ

っ
た
女
。 時

・
場
所
・
人
物
な

ど
の
基
本
的
な
設
定
を
押
さ

え
よ
う
。
比
喩
や
情
景
描
写

に
も
注
意
し
な
が
ら
「
下
人
」

の
心
情
を
読
み
取
ろ
う
。

ふせん・ポインター・タイマー／
ストップウォッチがついています。

道具機能

紙面に書きこみができま
す。色・透明度・太さも自
由に設定できます。存」す
ることができます。

ペン・マーカー教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
ご
案
内

学習を助ける資料や、教材理解の参考
になるインターネット上のウェブサイト・画
像・動画などを表示できます。

デジタルコンテンツ

ビュー
ア
ー
の
特
徴
と
使
い
方

ク
ラ
ウ
ド
版（
1
ラ
イ
セ
ン
ス
あ
た
り 

10 

I
D
）／
D
V
D
︱
R
O
M
版

◎	

筑
摩
書
房
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は「
み
ら
い
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

◎	

解
答
表
示
が
ス
ム
ー
ズ
に
。教
科
書
の「
学
習
の
手
引
き
」「
脚
問
」の
解
答
を
簡
単
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎	

古
典
教
材
で
は
教
科
書
か
ら
品
詞
分
解
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
を
簡
単
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎	

朗
読
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
教
材
）

◎	

副
読
本『
読
解　

古
文
単
語
3
4
3
』『
詳
説　

古
典
文
法　

改
訂
版
』

	

『
詳
説　

漢
文
句
法　

改
訂
版
』な
ど
の
リ
ン
ク
も
充
実
。授
業
が
進
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

教
科
書
本
文
を
中
心
に
、便
利
な
機
能
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

記録
消しゴム

図形／スタンプ　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
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問題文をクリックすることで解答例
（指導書掲載）を表示できるようにし
ました。

脚問の解答例

品詞分解朗読古文単語

手引きの解答例教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

古文教材にお
いて、文章を構
成する単 語の
品詞・活用・活
用 形などの傍
注を付したテキストを別タブで表示
できます。上から書き込みも可能です。

例 1

例 2

指導書掲載の
板書例を適宜
表示することが
できます。

板書例

主に古文／漢文
教材において、そ
の現代語訳を別
タブで表示できま
す。上から書き込
みも可能です。

現代語訳

訓読では書き下し文を、白文
は返り点のない原文を別タ
ブで表示できます。
上からの書きこみ
も可能です。

訓読・白文

「古典文法の窓」および
「句法のまとめ」には、それ
ぞれ『詳説　古典文法　
改訂版』『詳説　漢文句
法　改訂版』をリンクしま
した。　

古典文法・句法

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

「朗読 CD」の
詳細は→ P55

朗読音声の用いら
れている教材にお
いて、朗読音声を
再生できます。（別
売の「朗読 CD」も
ご用意しています。
一部、CD には収
録されていない作
品もあります）。
朗読：壤晴彦・竹
下景子・李軼倫・
津嘉山正種

各教材の末尾の手引き
について、問題文をクリ
ックすることで解答例
（指導書掲載）を表示で
きるようにしました。

古文教材の脚注欄に記載
した「注意する語句」のう
ち、『読解古文単語 343』
で解説しているものに関し
て、語句をクリックすること
で同書の解説ページを表
示できるようにしました。

◎	

Ｏ
Ｓ 

は
、W

indows

、ｉ
Ｏ
Ｓ
、Chrom

e

Ｏ
Ｓ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◎	

利
用
者
末
端
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
版（W

indows

端
末
の
み
）・サ
ー
バ
ー
配
版
と
、

			

ク
ラ
ウ
ド
版
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

◎	

学
校
の
設
備
環
境
に
合
わ
せ
て
、ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

準備中

準備中
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教
科
書
概
要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

 

 

四四
ココ
ママ
漫漫
画画
をを
書書
ここ
うう
（（
大大
江江
山山
））  

 

① 

左
の
「
大
江
山
」
の
吹
き
出
し
の
空
欄
に
セ
リ
フ
を
書
き
込
ん
で
み
よ
う
。 

  
 

 
 
 

 

セ
リ
フ
① 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

セ
リ
フ
② 

 

 

② 

「
児
の
そ
ら
寝
」
（
一
九
ペ
ー
ジ
）
「
大
納
言
顕
雅
卿
」
（
二
四
ペ
ー
ジ
）
「
絵
仏
師
良
秀
」
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
四
コ
マ
漫
画

に
し
て
み
よ
う
。 

             

③ 

②
の
四
コ
マ
漫
画
を
書
く
際
に
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。 

             

実
践

第
1
章

「「

構構
成成
」」

をを
意意
識識
しし
てて
作作
品品
へへ
のの

　　
理理
解解
をを
深深
めめ
よよ
うう

　　
ワワ
ーー

クク
シシ
ーー

トト
①①

学年

組

番号

氏名

オンライン指導資料

評価問題・教科書紙面 PDF・実践用ワークシート ・  図解穴埋めワークシート・ルーブリック評価シートなど、 さらに充実しました。

3

4

2

7

5

6

1
1
字

1
字

2
字

5
字

11
字

2
字

13
字

一
挙
に
崩
れ
る
巨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

「
『
解
』
を
用
い
た
動
詞
の
ほ
う
が
胸
に
響
い
て
く
る
。
」

美
濃
瓦
の
屋
根
に
雨
が
降
る
さ
ま

瓦
の
歴
史

●
「
瓦
」
＝
「

●
「
最
初
の
瓦
」
を
落
と
さ
な
い
こ
と

」

い
ま
必
要
な
こ
と…

…
 

「
一
枚
の
落
ち
よ
う
と
す
る
瓦
を
全
体
が
支
え
て
い
る
」

と
い
う
妄
想

自
然
の
な
か
の
破
れ
を
あ
ら
わ
す
言
葉

●
た
っ
た
一
枚
の
ほ
こ
ろ
び

全
体
の

を
失
わ
せ
る

●
瓦
解
の
後
に
生
じ
る
障
害
物

●
粘
土
瓦
＝
材
質
・
意
匠
・
制
作
者
の
銘
が
残
さ
れ
て
い
る

●
い
っ
た
ん
崩
れ
て
か
ら
多
く
の
情
報
と
な
る
＝

不
吉

●
結
び
目
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
に
一
枚
ず
つ
剥
ぎ
と
ら
れ

　
し
か
る
の
ち
に
落
下
　

●
「
瓦
博
士
」

●
日
本
最
古
の
粘
土
瓦
は
ま
だ
瓦
解
せ
ず
生
き
延
び
て
い
る

法
隆
寺
（
飛
鳥
寺
）
・
元
興
寺

一
人
の
人
間
の
言
葉
を
支
え
る
こ
と

を

引
き
受
け
ら
れ
る

「
カ
イ
」

連
想

瓦
解

瓦
礫

連
想

一
方
で

…

し
か
し
、
そ
こ
に
「
瓦
」
を
加
え
る
と

連
想

固
い
も
の
を
解
き
ほ
ぐ
す

時
間
の
経
過
と
過
程

「

」

「

」

第
一
段
「
壊
」
と
「
解
」
「
い
た
る
と
こ
ろ
が
壊
れ
か
け
て
い
る
。
」

第
二
段
「
瓦
解
」
と
「
瓦
礫
」

第
三
段

瓦
解
を
許
さ
な
い
こ
と

全
体
の
構
成
図

『現代の国語』ワークシート化
問題編

第8章_20_全体の構成図_瓦を解かないこと

3校
3月4日提出

実践用
ワークシート

本文スライドデータ

図解穴埋めワークシート

　詳細は P40 〜43 をご覧ください。

指導書『学習指導の研究』を通して、下記のオンライン指導資料が利用できます。

漢文編集システム

指導書『学習指導の研究』の内容

指導資料一覧
指導資料各種 ちくま 現代の国語

（現国 143-901）
現代の国語 改訂版

（現国 143-902）
ちくま 言語文化
（言文 143-901）

言語文化 改訂版
（言文 143-902）

論理国語 改訂版
（論国 143-901）

文学国語  改訂版
（文国 143-901）

古典探究  改訂版
（古探 143-901／古探 143-902）

指導書『学習指導の研究』（A5判） 5分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版　
本体 32,000円

4分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版
本体 32,000円

5分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版　
本体 35,000円

4分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版　
本 35,000円 5分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版　 5分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版 6分冊＋ CD-ROM1枚 +PDF 版

指
導
資
料
デ
ー
タ
（
C
D
︱
R
O
M
）

教科書本文データ 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

訓点付き漢文原文データ ― ― 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF ― ― 一太郎・Word・PDF

古文品詞分解 ― ― 一太郎・Word 一太郎・Word ― ― 一太郎・Word

漢文書き下し文 ― ― 一太郎・Word 一太郎・Word ― ― 一太郎・Word

古文・漢文現代語訳 ― ― 一太郎・Word 一太郎・Word ― ― 一太郎・Word

〈テスト・評価問題〉基本問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・評価問題〉標準問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・評価問題〉発展問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・プリント〉小テスト問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

漢文編集システム ― ― 一太郎・Word 一太郎・Word ― ― 一太郎・Word

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料

教科書紙面 PDF PDF PDF PDF PDF PDF PDF PDF

課題ノートデータ 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

授業用プリント 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

実践用ワークシート 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

図解穴埋めワークシート PDF PDF ― ― PDF ― ―

授業用図版素材 PDF PDF PDF PDF PDF PDF PDF

古文・漢文本文スライドデータ ― ― PowerPoint PowerPoint ― ― PowerPoint

ルーブリック評価シート Excel Excel Excel Excel Excel Excel Excel

学習 link 集 デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ

PDF 指導書分冊『学習指導の研究』PDF 版 PDF PDF PDF PDF PDF PDF PDF

【別売】朗読 CD　3枚組（『ちくま現代の国語』『ちくま
言語文化』『言語文化 改訂版』） 本体 8,000円 + 税 対応 ― 対応 対応 ― ― ―

【別売】『文学国語　改訂版』朗読 CD　３枚組 ― ― ― ― ― 対応 ―

【別売】『古典探究　改訂版』朗読 CD　２枚組 ― ― ― ― ― ― 対応

【別売】指導書分冊『学習指導の研究』
PDFファイル版（『学習指導の研究』の分売） CD-ROM1枚　本体 5,000円 CD-ROM1枚　本体 5,000円 CD-ROM1枚　本体 6,000円 CD-ROM1枚　本体 6,000円 CD-ROM1枚 CD-ROM1枚 CD-ROM1枚

❶パソコンに新たなソフトをインストールする必要なし。
　（MicrosoftWord® を利用した全く新しい編集システム）
❷返り点や送り仮名などの訓点・傍線・記号などの入力・加工が簡単にできます。
❸編集システムを利用してオリジナル訓点付き本文も作成できます。

■オンライン指導資料

古文・漢文教材には、このほか
に以下の項目があります。

■単元の解説
単元のねらい・教材編集の意図・この
単元で身につく能力・資質
■教材のねらい
教材ごとに見開きで指導のポイント
を解説
■学習指導の展開例
教材の指導計画案（配当時間）・指
導目標・学習活動・指導上の留意点
■出典
■著者（作者）解説
■要旨（主題）
100字・200字の二種

■意味段落の要旨
教材の全体を意味段落による表で 
示し、各段落の内容を要約
■全体の構成図
教材本文の流れをチャート形式で 
図解（※現代文教材のみ）
■叙述と注解
教材本文の語句の解説や、文脈上で
の叙述の解釈
■学習のポイント
授業前のトピックの紹介や、各段落の
要点を整理

（※現代文教材のみ）

■品詞分解　※古文編
■総ルビ付き本文　※古文編
■総ルビ付き訓読（書き下し文）
　 ※漢文編
■現代語訳　※古文編・漢文編

■発問例／脚問の解答
教科書収録の脚問と、発問例・解答。
各問には難易度を表示
■板書例
授業の要所要所で示す板書例
■キーワード
本文理解に重要なキーワードを解説

（※現代文教材のみ）
■作品解説（鑑賞）
■参考資料
■参考文献
■手引きの解答例・指導上の 
　留意点

動作環境／対応 OS：Windows 11／対応ソフト：Microsoft Word 2003 以降

白
抜
き
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　詳細は P41 をご覧ください。

全体を次の項目で構成しています。

漢文の問題作成も手軽にできます。

※指導資料関連の一部を破損・紛失した場合は、交換することが可能です。営業部までお問い合わせください。
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教
科
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要

指
導
書

課
題
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論理国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

論理国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

文学国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

文学国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

デジタル教科書関連書　  次の副読本は、筑摩書房版デジタル教科書に関連づけられています。

指導者用デジタル教科書  指導資料

10のグループで覚える
読解 古文単語343
村田正純・吉田 光 著
※自動問題作成
システム（Web版）
B6変型判／256頁／
本体900円＋税／
ISBN 978-4-480-
91735-5

詳説 古典文法 改訂版
井島正博 編著 伊藤博美・仲島ひとみ 著
※指導資料・補充問題データCD-ROM
A5判／別冊解答付／176頁／
本体680円＋税／
ISBN 978-4-480-91737-9　学校専売品

詳説 古典文法 改訂版　準拠 学習ノート
『詳説古典文法 改訂s版』編集委員会 編著  
B5判／別冊解答付／64頁／
本体500円＋税／
ISBN 978-4-480-91092-9　学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版
三上英司 編著 石村貴博・大橋賢一・泊 功 著
※評価問題データCD-ROM
A5判／別冊解答付／224頁／
本体700円＋税／
ISBN 978-4-480-91738-6　学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版　
準拠 学習ノート　北島大悟 編著  

B5判／別冊解答付／48頁／
本体500円＋税／
ISBN 978-4-480-91093-6　学校専売品

ちくま  現代の国語  指導者用デジタル教科書（クラウド版） 本体価格52,000円＋税
＊1ライセンスあたり　10  ID

ちくま  現代の国語  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版） 本体価格50,000円＋税

準備中

準備中

準備中

言語文化  改訂版  指導者用デジタル教科書（クラウド版） 本体価格62,000円＋税＊1ライセンスあたり　10  ID

言語文化  改訂版  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版） 本体価格60,000円＋税

現代の国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（クラウド版） 本体価格52,000円＋税
＊1ライセンスあたり　10  ID

現代の国語  改訂版  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版） 本体価格50,000円＋税

ちくま  言語文化  指導者用デジタル教科書（クラウド版） 本体価格62,000円＋税
＊1ライセンスあたり　10  ID

ちくま  言語文化  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版） 本体価格60,000円＋税

古典探究  改訂版 ［古文編・漢文編］ 指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

古典探究  改訂版 ［古文編・漢文編］ 指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

授業をサポートする周辺教材のご案内
朗読 CD　指導資料

ちくま文学講読〈上級編〉

ちくま古典講読

ちくま文学講読〈初級編〉
補助教材集

監修	 東京大学 安藤  宏　日本大学 紅野謙介

監修	 青山学院大学 高田祐彦　山形大学 三上英司

監修	 東京大学 安藤  宏　日本大学 紅野謙介

文学の世界を深める準教科書。2・3 年生で必須の文学的文章を扱いたい先生方に！

2026 年秋刊行予定定番の古文・漢文教材を精選した準教科書。２・3 年生の 2 単位古典科目に！

文学の世界を広げる準教科書。1 年生でもっと文学的文章を生徒に触れさせたい先生方に！

A5 判／ 256 頁／本体 900 円 + 税／ ISBN978-4-480-91740-9

A5 判／ 128 頁／本体 560 円 + 税／ ISBN 978-4-480-91091-2

指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD-ROM）付*指導資料も完備（別売）*学校専売品
A5判／792頁／本体9,000円＋税／ISBN 978-4-480-91744-7

指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD-ROM）付*指導資料も完備（別売）*学校専売品
A５判／368頁／本体7,000円＋税／ISBN 978-4-480-90584-0

準備中

『古典探究 改訂版 
  （古文編・漢文編）』
朗読CD  2枚組

準備中

『文学国語 改訂版 』
朗読CD  3枚組

『ちくま 言語文化』
『言語文化 改訂版 』
共通 朗読CD  3枚組　

本体8,000円＋税

準拠課題ノート一覧    学校専売品

論国143-901

B5判／別冊解答付／書き込み式／予160頁

論理国語 改訂版 
課題ノート

古探143-901・古探143-902

B5判／別冊解答付／書き込み式／予240頁

古典探究 改訂版
［古文編・漢文編］

課題ノート

準備中

文国143-901

B5判／別冊解答付／書き込み式／予144頁

文学国語 改訂版
課題ノート準備中

準備中

指
導
資
料
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覧

周
辺
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材

現国 143-901

B5判／別冊解答付／書き込み式／ 112頁
本体価格 600円＋税／ ISBN978-4-480-91059-2

ちくま 現代の国語 
課題ノート

B5判／別冊解答付／書き込み式／ 128頁
本体価格 660円＋税／ ISBN978-4-480-91063-9

言語文化 改訂版 
課題ノート

言文 143-902

B5判／別冊解答付／書き込み式／ 96頁
本体価格 600円＋税／ ISBN978-4-480-91060-8

現代の国語 改訂版
課題ノート

現国 143-902

B5判／別冊解答付／書き込み式／ 128頁
本体価格 660円＋税／ ISBN978-4-480-91062-2

ちくま 言語文化 
課題ノート

言文 143-901
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『ちくま 現代の国語』『ちくま 言語文化』
『現代の国語 改訂版』『言語文化 改訂版』』編集委員会
【現代文】
安藤　宏（東京大学名誉教授）／紅野謙介（日本大学名誉教授）
門屋　敦（東大寺学園中・高等学校教諭）【『ちくま』版のみ】／
河野龍也（東京大学准教授）【『ちくま』版のみ】／五味渕典嗣（早稲田大学教授）
清水良典（文芸評論家・愛知淑徳大学名誉教授）／
関口隆一（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）／橘　直弥（灘中学校・高等学校教諭）
仲島ひとみ（武蔵野大学特任教授）【改訂版のみ】／服部徹也（東洋大学准教授）【『ちくま』版のみ】

松田顕子（立教新座中学校・高等学校教諭）【『ちくま』版のみ】／
吉田　光（郁文館中学校・高等学校教諭）

【古典】
高田祐彦（青山学院大学教授）／三上英司（山形大学教授）
井島正博（東京大学名誉教授）／大橋賢一（北海道教育大学旭川校教授）
千野浩一（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）／吉田幹生（成蹊大学教授）

『論理国語 改訂版』』『文学国語 改訂版』』編集委員会
安藤　宏（東京大学名誉教授）／紅野謙介（日本大学名誉教授）
門屋　敦（東大寺学園中・高等学校教諭）／河野龍也（東京大学准教授）
五味渕典嗣（早稲田大学教授）／清水良典（文芸評論家・愛知淑徳大学名誉教授）
関口隆一（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）／橘　直弥（灘中学校・高等学校教諭）
中谷いずみ（二松学舎大学教授）／服部徹也（東洋大学准教授）
松田顕子（立教新座中学校・高等学校教諭）／
森　大徳（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）／吉田　光（郁文館中学校・高等学校教諭）

『古典探究 改訂版』』編集委員会
高田祐彦（青山学院大学教授）／三上英司（山形大学教授）
東　俊也（武蔵高等学校中学校教諭）／井島正博（東京大学名誉教授）
大橋賢一（北海道教育大学旭川校教授）／小田健太（早稲田大学高等学院教諭）
木下華子（東京大学准教授）／千野浩一（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）
吉田幹生（成蹊大学教授）

編集委員一覧
太字は筆頭編集委員
以下 50音順

筑摩書房版 教科書の展開例

「教科書調査の観点」のほか、シラバスなどの資料は、
筑摩書房の教科書サイト「ちくまの教科書」からダウンロードできます。
https://www.chikumashobo.co.jp/kyoukasho/

1年次 2年次 3年次

ちくま 言語文化
［2単位］

言語文化 改訂版
［2単位］

ちくま 現代の国語
［2単位］

現代の国語 改訂版
［2単位］

言文 143‒902

言文 143‒901

現国 143‒902

現国 143‒901

論理国語 改訂版 
［4単位］

論国 143‒901

文学国語 改訂版 
［4単位］

文国 143‒901

古典探究 古文編 改訂版
古典探究 漢文編 改訂版

［4単位］

古探 143‒901／古探 143-902




